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巻

頭

言

 
「
創
立
百
二
十
周
年
記
念
講
話
か
ら
」

同
窓
会
会
長
　
大
井
　
龍
司
（
高
10
回
）

　
昨
年
は
母
校
仙
台
二
高
の
創
立

百
二
十
周
年
の
年
で
あ
っ
た
。
し
か
し

世
界
中
を
席
巻
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
た
め
、
春
以

降
、
同
窓
会
入
会
式
は
じ
め
ほ
と
ん
ど

の
同
窓
会
行
事
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
が
、
と
り
わ
け
十
一
月
十
三
日
に

予
定
し
て
い
た
創
立
百
二
十
周
年
記
念

式
典
な
ら
び
に
祝
賀
会
ま
で
も
が
残
念

な
が
ら
中
止
に
な
っ
た
。
そ
の
記
念
式

典
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
学
内
に
て

学
校
関
係
者
以
外
で
は
小
野
寺
征
博
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
と
同
窓
会
長
の
小
生
の
み
が

参
画
し
て
、
在
校
生
諸
君
と
教
職
員
で

の
簡
素
な
代
替
記
念
の
会
が
催
さ
れ
た
。

た
と
え
そ
れ
が
盛
大
な
も
の
で
な
く
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
百
二
十
年
間
に
思
い

を
馳
せ
祝
賀
す
る
意
義
に
変
わ
り
は
な

い
。
そ
の
会
に
係
わ
っ
た
同
窓
会
長
と

し
て
は
、
折
角
の
機
会
で
も
あ
り
、
単

な
る
挨
拶
で
は
な
く
些
か
で
も
現
役
生

徒
諸
君
を
励
ま
す
こ
と
に
な
れ
ば
と
講

話
形
式
の
話
し
を
し
た
の
で
、
そ
れ
を

本
号
の
巻
頭
言
と
し
て
残
す
こ
と
に
し

た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
私
は
母
校
の
昭
和
三
十
三
年
卒
、
皆

さ
ん
の
六
十
数
年
先
輩
に
な
り
ま
す
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
機
会
あ
る
た
び

に
「
創
立
当
初
の
先
輩
諸
兄
は
〝
幣
屋

多
く
は
偉
人
の
産
地
な
り
せ
ば
〟
と
豪

語
し
て
は
ば
か
ら
な
か
っ
た
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
創
立
当
初
の
校

舎
は
あ
ば
ら
家
同
然
で
し
た
が
、
当
時

の
在
校
生
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
意

に
介
せ
ず
、
至
誠
業
に
励
み
、
堂
々
と

母
校
を
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
ば
ど
お
り
、
今
や
三
万
数
千
人
を

超
え
る
卒
業
生
の
中
に
は
い
わ
ゆ
る
偉

人
、
逸
材
と
呼
ば
れ
る
先
輩
が
各
界
に

数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く

は
学
界
、
政
界
、
財
界
に
見
ら
れ
ま
す

が
、
私
は
今
回
、
敢
え
て
そ
れ
ら
以
外

の
領
域
か
ら
三
人
の
大
先
輩
の
稀
有
な

生
き
様
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
尊
敬
す

べ
き
大
先
輩
と
は
三
船
久
蔵
氏
、
井
上

成
美
（
し
げ
よ
し
）
氏
、
槙
有
恒
氏
の

ご
三
人
で
す
。

　
ま
ず
は
三
船
久
蔵
氏
。
三
船
先
輩
は

旧
仙
台
二
中
３
回
（
明
治
三
十
六
年
）

卒
、
生
ま
れ
は
岩
手
県
久
慈
町
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
母
校
の
校
訓
と
も
言
う

べ
き
「
文
武
一
道
」
の
生
み
の
親
で
す
。

幼
少
時
、
氏
は
大
変
な
腕
白
で
し
た
が

成
績
が
良
く
、
東
北
の
秀
才
が
殺
到
す

る
仙
台
二
中
に
と
入
学
し
て
き
ま
し
た
。

氏
と
柔
道
と
の
出
会
い
は
氏
が
中
学
二

年
の
時
、
旧
制
二
高
の
柔
道
場
の
練
習

風
景
を
垣
間
見
た
こ
と
で
し
た
。
そ
れ

以
来
、
柔
道
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
母

校
に
柔
道
部
を
創
設
、
自
ら
が
指
南
役

と
な
り
ま
し
た
が
、
時
代
が
そ
う
さ
せ

た
の
で
し
ょ
う
、
学
内
で
も
柔
道
の
人

気
が
沸
騰
し
、
当
時
は
全
校
生
の
約
半

数
が
部
員
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

後
、
氏
は
わ
が
国
固
有
の
柔
道
を
国
内

外
で
広
め
る
か
た
わ
ら
、
自
ら
は
柔
道

の
技
を
極
め
、
柔
道
界
最
高
位
十
段
に

ま
で
上
り
詰
め
ま
し
た
。
現
在
の
母
校

柔
道
場
に
は
部
員
の
名
札
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
最
上
段
の
左
端
に
「
三
船
久

蔵
」
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。
三
船
先
輩

自
ら
が
編
み
出
し
た
究
極
の
技
「
隅
落

と
し
」、
別
名
「
空
気
投
げ
」
は
、
氏

の
信
念
と
す
る
と
こ
ろ
「
自
得
工
夫
」、

つ
ま
り
誰
に
も
教
わ
ら
ず
自
分
で
工
夫

す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
生
れ
た
の
で
す
。

　
次
は
旧
仙
台
二
中
７
回
（
明
治
四
十

年
）
卒
の
井
上
成
美
（
し
げ
よ
し
）
氏

で
す
。
生
ま
れ
は
仙
台
市
、
そ
の
識
見

の
高
さ
か
ら
「
先
見
開
明
」
の
人
と
尊

敬
さ
れ
、
最
後
の
海
軍
大
将
と
し
て
著

名
な
人
で
す
。
十
六
歳
で
仙
台
二
中
を

中
退
し
海
軍
兵
学
校
に
入
学
、
爾
来
約

三
十
九
年
間
に
わ
た
り
海
軍
生
活
を
送

り
ま
し
た
。
私
が
、
軍
人
で
あ
る
氏
を

敢
え
て
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
理
由
は
、

あ
の
戦
気
高
揚
の
世
情
の
中
で
、
冷
静

に
戦
争
の
悲
惨
さ
と
空
し
さ
を
説
き
つ

づ
け
た
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
昭
和
十
三
年
、
英
米
を
敵
に
回

す
こ
と
は
、
わ
が
国
に
と
っ
て
決
し
て

得
策
で
は
な
い
と
日
独
伊
三
国
同
盟
締

結
に
反
対
、
ま
た
日
米
開
戦
の
一
年
前

に
は
「
日
米
も
し
戦
わ
ば
」
の
仮
定
の

も
と
戦
争
の
敗
北
を
予
想
、
さ
ら
に
そ

の
後
「
一
日
和
平
が
遅
れ
れ
ば
何
千
何

万
の
国
民
の
命
が
失
わ
れ
て
い
く
」
と

早
期
の
戦
争
終
結
を
主
張
し
ま
し
た
。

教
育
面
で
も
そ
の
実
績
は
顕
著
で
、
昭

和
十
七
年
に
は
海
軍
兵
学
校
の
校
長
に

就
任
、
英
語
を
敵
性
語
と
し
て
入
学
試

験
に
使
わ
な
か
っ
た
慣
例
を
否
と
し

て
「
外
国
語
も
分
か
ら
な
い
で
戦
争
に

勝
て
る
か
」
と
主
張
し
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
あ
り
ま
し
た
。
兎
に
角
、
精

錬
潔
白
、
筋
を
曲
げ
ず
に
人
生
を
歩
み

続
け
た
人
で
し
た
。

　
三
人
目
は
仙
台
二
中
11
回
（
明
治

四
十
四
年
）
卒
の
槙
有
恒
氏
で
す
。

一
九
二
一
年
ス
イ
ス
か
ら
「
前
人
未
踏

の
ア
イ
ガ
ー
東
山
陵
が
日
本
の
青
年
Ｙ

Ｏ
Ｋ
Ｏ 

（
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
の
間
違
い
）
Ｍ
Ａ

Ｋ
Ｉ
氏
に
よ
っ
て
初
登
攀
さ
れ
た
」
と

い
う
外
電
が
全
国
の
新
聞
に
掲
載
さ

れ
、
日
本
の
登
山
界
が
大
騒
ぎ
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
時
、
槙
氏
は
慶
応
大
学

の
学
生
で
欧
州
留
学
中
で
し
た
が
、
帰

国
後
、
慶
大
山
岳
会
を
創
設
、
さ
ら
に

わ
が
国
に
欧
州
ア
ル
プ
ス
の
本
格
的
な

登
山
技
術
を
伝
え
よ
う
と
日
本
山
岳
会

を
設
立
、
後
日
そ
の
会
長
も
務
め
ま
し

た
。
氏
は
、
自
分
の
登
山
家
と
し
て
の

原
点
は
、
幼
少
時
か
ら
美
し
い
広
瀬
川

や
青
葉
山
に
囲
ま
れ
た
こ
の
仙
台
の
自

然
を
歩
き
回
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
述
懐

し
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
一
年
、
今
や

超
高
名
な
六
十
二
歳
の
槙
有
恒
山
岳
会

会
長
に
、
未
踏
峰
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
マ
ナ
ス

ル
（
八
一
三
六
米
）
登
頂
の
隊
長
を
と

い
う
話
が
舞
い
込
み
ま
し
た
。
も
う
歳

だ
か
ら
と
固
辞
し
た
そ
う
で
す
が
、
氏

の
深
い
経
験
と
誰
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
る

人
間
性
が
故
に
「
是
非
と
い
う
依
頼
」

を
断
り
き
れ
ず
受
諾
、
槙
隊
は
つ
い
に

難
攻
不
落
の
マ
ナ
ス
ル
世
界
初
登
頂
に

成
功
し
た
の
で
す
。
限
り
な
い
「
自
然

崇
敬
」
が
氏
を
山
人
の
世
界
へ
と
駆
り

立
て
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
自
得
工
夫
、
先
見右から三船久蔵氏、井上成美氏、槙有恒氏
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支
部
総
会

同

期

会

開
催
報
告

等

支
部
総
会
報
告

開
明
、
自
然
崇
敬
を
全
う
し
た
畏
敬
す

べ
き
三
人
の
大
先
輩
を
紹
介
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
私
が
皆
さ
ん
に
機
会
あ
る

度
に
「
こ
の
貴
重
な
母
校
で
の
三
年
間

に
は
勉
学
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
こ
と

に
挑
戦
し
、
将
来
何
を
為
す
べ
き
か
と

い
う
己
れ
の
使
命
を
見
出
し
て
巣
立
っ

て
ほ
し
い
」
と
言
い
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
母
校
が
生
ん
だ
こ
の
三
人
の
逸
材

は
、
そ
れ
を
見
事
に
具
現
し
た
方
々
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
勿
論
、
学
術
領
域
、
政
治
の
世
界
、

経
済
の
分
野
で
も
素
晴
ら
し
い
先
輩
諸

兄
が
多
数
い
ま
す
が
、
後
輩
の
皆
さ
ん

の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
な
ど
の
領
域
で
も
、
将
来
人
類
の

発
展
の
た
め
大
い
に
貢
献
す
る
逸
材
と

し
て
活
躍
し
て
貰
い
た
い
も
の
で
す
。

（
完
）・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
参
考
出
展

：

仙
台
二
高
創
立
百
周
年

記
念
「
百
年
の
逸
材
」
二
〇
〇
〇
年
一

月
一
日 

発
行
）

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
東

海
北
稜
会
の
活
動
は（
総
会
を
は
じ
め
）

殆
ど
活
動
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
非
公

式
な
形
で
は
あ
る
が
、「
仙
台
一
高
と

の
懇
親
会
」
を
開
催
し
た
の
で
、
そ
の

件
に
関
し
て
報
告
す
る
。

　
一
昨
年
の
秋
、
東
北
大
の
卓
球
部
Ｏ

Ｂ
会
（
小
生
は
高
校
・
大
学
と
卓
球
部

に
所
属
し
て
い
た
）
が
名
古
屋
で
行
な

わ
れ
た
際
、
参
加
者
の
ひ
と
り
が
仙
台

一
高
の
出
身
者
で
、
且
、
Ｏ
Ｂ
会
の
役

員
を
さ
れ
て
い
る
事
が
判
明
し
た
。
そ

こ
で
、
両
校
Ｏ
Ｂ
会
の
懇
親
会
を
行
な

わ
な
い
か
と
相
談
し
た
所
、
後
日
、
非

公
式
な
形
で
あ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
と
の
事
だ
っ

た
の
で
、令
和
二
年
二
月
六
日（
木
）に
、

名
古
屋
駅
前
の
居
酒
屋
で
第
一
回
の
青

葉
会
を
開
催
し
た
。

　
参
加
者
は
、
仙
台
一
高
Ｏ
Ｂ
会
が
七

名
、
東
海
北
稜
会
が
五
名
と
少
人
数
で

は
あ
っ
た
が
、
全
員
、
出
身
中
学
を
含

め
た
自
己
紹
介
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
和

気
あ
い
あ
い
の
懇
親
会
が
進
行
し
た
。

　
中
で
も
、
東
海
北
稜
会
か
ら
、
岡
忠

男
さ
ん
（
高
９
回
）
が
、
在
学
中
に
仙

東
海
北
陵
会
の

現
状
報
告

佐
山
　
泰
弘
（
高
10
回
）　

台
二
高
野
球
部
が
甲
子
園
出
場
を
果
た

し
た
時
の
模
様
を
事
細
か
く
紹
介
し
た

際
に
は
、
一
高
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
も
、
一
・

二
高
定
期
戦
を
含
め
た
懐
か
し
い
思
い

出
話
を
披
露
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
当
時
は
、
仙
台
一
高
野
球
部
も
強

く
、
甲
子
園
出
場
を
目
指
し
た
東
北
地

区
の
代
表
決
定
戦
で
は
、
一
高
に
延
長

戦
で
や
っ
と
勝
つ
事
が
で
き
た
程
、
競

り
合
っ
て
い
た
様
で
あ
る
。

　
お
互
い
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事

が
出
来
た
の
で
、
次
回
以
降
も
継
続
す

る
事
に
な
り
、
毎
年
、
二
月
の
第
一
木

曜
日
に
開
催
す
る
事
を
了
解
し
あ
い
解

散
し
た
が
、
本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中

で
あ
り
開
催
す
る
事
は
出
来
な
か
っ

た
。
事
態
が
収
束
し
た
ら
、
再
開
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

以
上

仙
台
二
高

在
京
同
窓
会

練
生
川
淳
志
（
高
30
回
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
た
二
〇
二
〇
年
は
、
在
京
同

窓
会
と
し
て
は
満
足
な
活
動
が
で
き
な

い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
五
月
に
予
定

し
て
い
た
「
新
卒
者
歓
迎
会
及
び
若
手

交
流
会
」
に
続
き
、
十
二
月
に
予
定
し

て
い
た
「
総
会
及
び
懇

親
会
」
に
つ
き
ま
し
て

も
大
変
残
念
な
が
ら
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
が
一
番

大
切
に
、
ま
た
楽
し
み

に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

出
会
い
の
場
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
本
当
に
無
念
で

す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
何
か
会
員
同
士
の

つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
と
模
索
し
た
結
果
、年
末
に「
在

京
同
窓
会
た
よ
り
」
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
会
員
の
方
へ
「
近
況
報
告
や
お
知
ら

せ
な
ど
何
で
も
良
い
の
で
原
稿
を
お
送

り
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
約
五
十
名
の
方
か
ら
原
稿
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
原
稿
は
、
コ
ロ
ナ
の
中

の
過
ご
し
方
や
、
ご
自
身
の
仕
事
の
こ

と
、
ま
た
同
期
の
方
の
消
息
な
ど
本
当

に
様
々
な
話
題
で
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し

た
が
、
最
も
多
か
っ
た
話
題
は
、
母
校

で
の
想
い
出
で
し
た
。

　
勉
学
や
部
活
動
ま
た
サ
ー
ク
ル
で
共

に
努
力
し
た
仲
間
の
こ
と
、
恩
師
の
想

い
出
、
青
春
の
想
い
出
・
・
・
。
遠
く

離
れ
て
い
て
も
、
ふ
る
さ
と
仙
台
は
皆

様
の
心
の
中
に
い
つ
も
あ
る
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
在
京
同
窓
会
た
よ
り
」
を

読
ま
れ
た
会
員
の
方
か
ら
は
、「
会
え

な
く
て
も
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
」
と
の
ご
意
見
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
ま
だ
ま
だ
先
の
見
え
な
い
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
が

少
し
で
も
元
気
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
活
動
を
考
え
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
が
ん
ば
っ
ぺ
。

ク
ラ
ブ
・
回
期
報
告
等

【
新
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
寄
贈
し
ま
し
た
】

　
昨
年
度
の
後
半
か
ら
、
綻
び
が
目
立

ち
始
め
て
い
た
旧
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
し

た
が
、
新
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
作
る
と
い

う
報
告
を
受
け
、
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
「
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
創
設
七
十
周
年
」
と
「
仙

台
二
高
創
立
百
二
十
周
年
」
を
記
念
し

て
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
に
は
昨
年
の
新
人
戦
よ
り

着
用
し
て
も
ら
い
、
新
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

で
の
初
陣
も
勝
利
で
飾
る
こ
と
が
で
き

た
と
の
こ
と
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
北
陵
会

中
鉢
　
貴
省
（
高
48
回
）　
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寄
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同
期
の
お
勧
め
に
従
い
「
全
国

一
七
一
九
市
町
村
踏
破
」を
書
き
ま
す
。

　
私
は
無
趣
味
で
定
年
退
職
時
に
悪
条

件
を
探
し
、「
趣
味
」
を
決
め
ま
し
た
。

成
功
に
は
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
が

大
事
で
す
が
、
私
に
は
「
天
邪
鬼
・
運

転
出
来
ず
・
年
金
生
活
」
と
、
旅
行
の

悪
条
件
が
揃
い
ま
し
た
。
私
は
宮
城
県

で
育
ち
首
都
圏
に
就
職
、
転
居
は
少
な

く
出
張
も
会
社
の
研
修
所
だ
け
で
す
。

就
職
後
一
度
も
運
転
せ
ず
ゴ
ー
ル
ド
免

許
を
返
納
し
ま
し
た
。
ま
た
年
金
生
活

に
タ
ク
シ
ー
は
贅
沢
で
す
。

　
二
高
の
修
学
旅
行
等
・
貸
切
り
バ
ス

訪
問
の
町
は
公
共
交
通
で
再
訪
、
福
島

県
飯
館
村
・
葛
尾
村
も
原
発
事
故
後
の

路
線
バ
ス
再
開
を
待
っ
て
訪
問
。
　
　

　
夏
の
家
族
旅
行
等
で
、
定
年
時
は
約

四
五
〇
市
町
村
踏
破
。
始
め
て
み
た
ら

意
外
と
十
二
年
七
カ
月
で
全
国
完
踏
出

全
国
市
町
村
踏
破

安
達
　
　
謙
（
高
18
回
）　

来
ま
し
た
。

　
会
社
員
で
は
他
人
ル
ー
ル
の
生
活

で
、定
年
後
は
マ
イ
ル
ー
ル
が
最
優
先
。

自
分
都
合
の
ル
ー
ル
で
「
俺
は
上
級
者

だ
ゾ
」
と
胸
を
張
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
維
持
し
ま
す
。
運
転
と
タ
ク
シ
ー

の
厳
禁
で
既
に
上
級
者
、
少
し
数
を
増

や
す
と
も
う
「
相
当
な
上
級
者
」
で
す

（
個
人
的
解
釈
で
す
）。

　
こ
う
し
て
オ
レ
は
日
本
一
。
銀
河
系

で
イ
チ
バ
ン
と
楽
し
く
成
り
ま
す
。
私

の
お
勧
め
は
「
趣
味
は
誰
で
も
出
来
る

が
誰
も
し
な
い
コ
ト
」
で
す
。

　
さ
て
鉄
道
な
ら
三
十
秒
停
車
で
改
札

を
抜
け
、
戻
っ
て
同
じ
列
車
に
飛
び
乗

り
ま
す
。
バ
ス
で
は
運
転
手
に
「
市
町

村
界
を
越
え
る
度
に
停
留
所
で
片
足
下

車
」
を
交
渉
し
、当
然
嫌
が
ら
れ
ま
す
。

客
商
売
は
「
お
客
様
と
ゴ
ミ
が
20
％
ず

つ
、
ど
う
で
も
良
い
の
が
60
％
で
す
」。

し
か
し
初
め
は
「
面
倒
な
奴
」
と
嫌
わ

れ
て
も
、「
話
し
合
う
中
或
る
瞬
間
に

ゴ
ミ
か
ら
お
客
様
に
昇
格
」。
そ
れ
が

「
快
感
」
で
す
。

　「
パ
ズ
ル
解
き
」
も
楽
し
み
で
し
た
。

バ
ス
が
一
日
一
便
の
所
は
結
構
あ
り
ま

す
。
北
海
道
佐
呂
間
町
は
鉄
道
も
路
線

バ
ス
も
無
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

が
北
見
と
遠
軽
の
病
院
に
走
り
ま
す
。

病
院
直
行
な
の
で
駅
前
で
待
っ
て
も
バ

ス
は
来
ま
せ
ん
。
ま
た
北
見
と
遠
軽
と

は
隔
日
ダ
イ
ヤ
で
、
曜
日
が
違
う
と
無

駄
足
で
す
。
岡
山
県
新
庄
村
は
鉄
道
も

路
線
バ
ス
も
村
営
の
コ
ミ
バ
ス
も
有
り

ま
せ
ん
。「
タ
ク
シ
ー
厳
禁
の
マ
イ
ル
ー

ル
」
な
の
で
弱
り
ま
し
た
。

　
仙
台
二
高
の
校
訓
で
あ
る
「
文
武
一

道
」
は
、
わ
れ
ら
が
柔
道
部
の
大
先
輩

で
あ
る
三
船
久
蔵
十
段
が
残
し
て
く
れ

た
も
の
で
す
。

　
北
陵
柔
道
会
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
二

高
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
に
際

し
、
柔
道
部
の
Ｏ
Ｂ
有
志
の
会
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
目
的
と
し
て
、

三
船
久
蔵
十
段
の
「
文
武
一
道
」
の
顕

彰
普
及
な
ら
び
に
Ｏ
Ｂ
同
志
の
交
流
、

現
役
生
の
支
援
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
活
動
は
、会
報
誌
（
年
一
回
）

の
発
行
、
新
年
会
開
催
（
一
月
二
日
）、

対
一
高
定
期
戦
の
際
は
、
現
役
生
の
応

援
は
も
ち
ろ
ん
、
不
定
期
で
す
が
、
対

一
高
Ｏ
Ｂ
戦
を
開
催
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
現
役
生
に
対
し
て
は
、
道
場
で
共
に

汗
を
流
し
て
の
稽
古
だ
け
で
は
な
く
、

柔
道
着
購
入
、
昇
段
時
の
黒
帯
贈
呈
な

ど
運
営
面
で
の
支
援
、
時
に
は
、
試
合

後
の
慰
労
会
の
場
を
設
け
、
私
た
ち
が

先
輩
方
に
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
胃

袋
の
支
援
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
思
う
よ
う
な

活
動
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
年

は
旧
制
仙
台
二
中
に
柔
道
部
が
創
設
さ

れ
た
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
年
）

か
ら
数
え
て
百
二
十
周
年
に
あ
た
り
、

役
員
会
に
お
い
て
協
議
の
上
、
百
二
十

周
年
記
念
誌
を
発
行
す
る
こ
と
と
致
し

ま
し
た
。

　
記
念
誌
の
発
行
を
通
じ
て
、
柔
道
部

の
伝
統
を
後
進
に
伝
え
る
こ
と
、
ま
た

私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。
目
下
、
各
年
代
の
Ｏ
Ｂ
に
呼
び
か

け
、
過
去
の
試
合
結
果
、
当
時
の
様
子
、

会
員
の
近
況
な
ど
寄
稿
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
二
年
度
、
現
役
部
員
数
は
、
三

年
生
四
名
（
男
子
三
・
女
子
一
）、
二

年
生
五
名
（
男
子
二
・
女
子
三
）、
一

年
生
四
（
男
子
一
・
女
子
三
）
の
十
三

名
と
な
り
、
中
止
と
な
っ
た
県
高
校
総

体
の
代
替
試
合
（
八
月
）
で
は
、
仙
台

二
高
柔
道
部
と
し
て
初
め
て
女
子
団
体

戦
へ
の
出
場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

北
陵
柔
道
会

宇
根
岡
　
篤
（
高
46
回
）　

　
今
後
の
益
々
の
活
躍
に
期
待
が
膨
ら

み
ま
す
。

　
十
月
に
は
、
二
年
生
の
安
達
秀
太
郎

君
（
主
将
）
が
県
高
校
柔
道
新
人
大
会

の
60
㎏
級
で
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。
ま
た
、女
子
の
48
㎏
級
で
も
、

二
年
生
の
福
島
優
花
さ
ん
が
三
位
入
賞

を
果
た
す
な
ど
、
後
輩
た
ち
の
素
晴
ら

し
い
活
躍
に
私
た
ち
Ｏ
Ｂ
も
大
い
に
勇

気
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。以

上
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思
い
返
せ
ば
、
親
戚
に
東
北
大
卒
業

生
が
い
て
、
小
学
生
の
頃
か
ら
大
学
に

行
く
な
ら
東
北
大
と
漠
然
と
考
え
て
い

た
。
だ
が
、
二
高
入
学
後
、
毎
年
一
〇
〇

人
前
後
の
先
輩
が
東
北
大
合
格
の
事
実

を
知
り
、
志
望
動
機
が
漠
然
か
ら
歴
然

に
変
わ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
、
定
期
購
読

し
て
い
た
月
刊
受
験
雑
誌
の
表
紙
を
毎

号
見
て
、東
大
に
は
安
田
講
堂
と
、誰
も

が
す
ぐ
思
い
浮
か
べ
る
代
表
的
な
建
物

が
あ
る
が
、
東
北
大
に
は
そ
れ
が
な
い

の
で
は
と
思
っ
た
。

　
東
北
大
経
済
学
部
に
入
学
後
、
私
は

真
っ
先
に
上
記
の
疑
問
点
解
決
を
図
っ

た
。
四
年
間
過
ご
す
川
内
キ
ャ
ン
パ
ス

に
該
当
す
る
建
物
が
な
い
か
探
し
回
っ

た
。が
、空
振
り
だ
っ
た
。

　
次
に
、東
北
大
の
前
身
・
東
北
帝
大
発

祥
の
地
・
片
平
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
ね
た
。

大
学
正
門
を
通
り
ほ
ど
な
く
し
て
、
右

手
に
大
き
な
ア
ー
チ
窓
と
ベ
ル
の
よ
う

な
形
を
し
た
塔
屋
が
実
に
印
象
的
な
建

物
が
現
れ
た
。
旧
東
北
帝
大
附
属
図
書

館
本
館（
現
史
料
館
）だ
。

　
ス
ケ
ッ
チ
画
で
表
現
し
た

い
と
心
が
揺
り
動
か
さ
れ
た

瞬
間
で
も
あ
っ
た
。　
　
　
　
　

　
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
歴
史

的
建
造
物
を
幾
つ
か
見
る
と

共
に
そ
の
建
物
に
つ
い
て
調

べ
る
に
つ
け
、
こ
の
大
学
の

歴
史
、伝
統
、研
究
成
果
等
が

迫
力
を
持
っ
て
胸
に
迫
っ
て

き
た
。
も
う
、〝
大
学
を
代
表

す
る
建
物
探
し
の
旅
〟
の
意

義
が
薄
れ
、
ひ
と
ま
ず
終
了

と
し
た
。
建
物
の
見
栄
え
に

ば
か
り
目
が
向
い
た
自
分
を

つ
く
づ
く
情
け
な
く
思
っ
た

の
で
あ
る
。　

二
高
入
学
を
機
に
深
ま
っ
た

志
望
大
学
へ
の
想
い
、

な
ら
び
に
最
近
思
う
こ
と

佐
藤
　
健
二
（
旧
姓
・
貝
山
）（
高
26
回
）

『
雲
南
紀
行
』

　
　
　
河
合
絹
吉
著

佐
々
木
武
夫
（
高
４
回
）

本
文
『
雲
南
紀
行
』
そ
の
四

旧
宮
城
県
仙
台
第
二
中
学
校
第
五
代
校
長

　
河
　
合
　
絹
　
吉
　
著

※（
）内
の
注
記
は
、
紹
介
者
、

佐
々
木
武
夫
に
よ
る
。

　
明
治
三
十
九
年
一
月
十
一
日
、
木
曜

日
曇
天
、
朝
摂
氏
１
．
６
度
。
昼
過
ぎ

便
水
に
至
る
。
小
さ
き
山
間
の
都
会
な

り
。
写
真
を
撮
る
。
満
天
星
と
い
う
処

に
至
れ
ば
、
河
中
に
大
石
点
々
と
屹
立

し
、
実
に
満
天
の
星
の
如
し
。
岩
と
岩

と
の
間
に
は
簗
を
仕
掛
け
て
魚
を
捕

る
。
そ
の
数
七
、
八
あ
り
。
流
れ
急
に

し
て
坂
の
如
し
。
面
白
け
れ
ば
と
て
写

生
す
。
こ
こ
に
も
数
多
く
の
川
立
ん
坊

あ
り
て
我
も
我
も
と
縄
に
取
り
付
き
て

船
を
引
く
。
十
二
、
三
歳
の
少
年
よ
り

七
十
歳
位
の
老
人
あ
り
。
急
流
の
船
を

引
き
上
げ
て
賃
金
と
し
て
米
や
銭
を
貰

う
の
で
あ
る
。
黄
候
灘
に
至
る
。
急
流

激
湍
矢
の
如
し
。
一
枚
写
真
に
。
此
の

辺
り
両
岸
山
高
く
そ
ば
だ
ち
甚
だ
絶
景

な
り
。
川
の
様
子
も
全
く
谷
川
の
趣
と

な
る
。
三
時
過
ぎ
刺
湾
に
至
る
。
此
処

に
も
急
湍
あ
り
。
舟
の
上
る
こ
と
虫
の

這
う
が
如
し
。
水
路
の
曲
折
す
る
処
に

至
り
、
水
勢
の
為
に
舟
首
を
押
し
流
さ

れ
、掉
楫
用
を
な
さ
ず
。
舟
一
回
転
す
。

曳
き
綱
を
ゆ
る
め
て
下
流
に
下
る
。
舟

の
行
く
こ
と
汽
車
の
如
し
。
千
里
の
江

陵
一
日
に
帰
る
と
は
か
か
る
様
を
言
ひ

け
ん
。
流
下
す
る
こ
と
半
里
ば
か
り
。

漸
く
水
の
淀
に
至
り
、
船
首
を
立
て
直

し
、
再
び
曳
き
上
る
。（
此
の
当
時
我

が
国
で
も
、
静
岡
か
ら
山
梨
へ
生
活
物

資
を
輸
送
す
る
の
に
道
路
網
は
開
発
整

備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
仕
方
な

く
日
本
三
急
流
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
富

士
川
を
舟
に
積
載
し
、
牛
馬
や
人
が
川

岸
沿
い
に
曳
い
て
遡
っ
た
。
上
り
に
三

日
を
要
し
た
が
、
下
り
は
三
時
間
で
済

ん
だ
と
令
和
二
年
一
月
二
十
七
日
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
番
組
は
報
じ
て
い
る
。）

　
船
を
出
す
と
間
も
な
く
舟
の
中
に
水

入
り
来
り
て
人
々
の
荷
物
を
濡
ら
す
。

大
騒
ぎ
に
な
り
、
船
底
よ
り
荷
物
を
引

き
出
し
、
急
ぎ
火
を
お
こ
し
て
乾
か

す
。
李
、
江
部
の
両
氏
最
も
難
重
し
。

幸
い
に
余
（
河
合
先
生
）
は
少
し
ば
か

り
に
て
済
み
た
り
。
今
日
は
四
十
清
里

約
二
十
六
㎞
来
た
り
て
白
水
灘
に
泊
ま

る
。

山
川
の
川
瀬
の
千
曲
た
ど
り
来
て
ま
た

と
ま
り
た
る
岩
か
げ
の
淀

　
奈
良
県
下
北
山
村
か
ら
和
歌
山
県
北

山
村
へ
抜
け
る
時
は
、
自
宅
か
ら
役
場

に
電
話
確
認
し
ま
し
た
。「
そ
の
バ
ス

は
コ
ミ
バ
ス
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
は
有

り
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で
も
無
料
で
乗
れ

ま
す
。
但
し
休
校
日
は
欠
便
な
の
で
直

前
に
確
認
し
て
下
さ
い
」

　「
バ
ス
乗
客
が
私
一
人
」
は
良
く
有

り
ま
す
。
場
所
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
運

転
手
に
「
こ
れ
か
ら
市
街
地
に
戻
り
、

四
時
間
か
け
て
隣
村
に
行
く
」
と
伝
え

る
と
、「
隣
村
迄
道
路
が
通
じ
て
い
る
、

自
分
の
昼
休
み
を
提
供
し
た
い
」
と
大

乗
り
気
。
路
線
バ
ス
は
路
線
外
の
峠
を

越
え
、
隣
村
の
バ
ス
停
迄
私
を
届
け
て

く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
目
標
は
「
昨
年
終
え
た
全
国

踏
破
は
全
部
忘
れ
る
」
で
す
。
何
か
違

う
モ
ノ
を
探
し
た
い
。

　
大
学
卒
業
後
、
地
元
に
残
り
た
か
っ

た
私
は
、
本
社
が
仙
台
に
あ
る
企
業
に

就
職
し
た
。し
か
し
、昔
も
今
も
こ
の
大

学
か
ら
県
内
就
職
者
は
少
数
派
で
、
大

多
数
は
県
外
、
さ
ら
に
言
え
ば
首
都
圏

に
転
出
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
さ
て
、
最
近
の
こ
と
に
話
題
を
移
す

と
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を

機
に
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
が
進
ん
で
い

る
。加
え
て
、都
市
部
を
中
心
に
感
染
が

拡
大
し
た
た
め
、
地
方
移
住
へ
の
関
心

も
高
ま
っ
て
い
る
。
も
う
働
く
場
所
は

首
都
圏
で
あ
る
必
要
は
な
く
な
り
つ
つ

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、大
学
卒
業

後
、二
高
の
後
輩
の
皆
さ
ん
で
、地
元
に

残
り
地
域
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
る
方

が
増
え
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

旧
東
北
帝
大
附
属
図
書
館
本
館
（
現
史
料
館
）
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団体名称 代表者 事務局（連絡員） 事務局連絡先

N・Y支部
旦　　英夫
（高20）

旦　　英夫
（高20）

8 Heritage  Lane,  Rye, New 
York 10580 USA,

914-921-0771

ローマ支部
武藤　順九
（高20）

武藤　順九
（高20）

Via del Caravaggio,  20 00047 
Marino Roma, ITALIA

チューリッヒ支部
武田　　靖
（高17）

武田　　靖
（高17）

Rebmoosweg 75E, 5200 Brugg,
+41 56 442 2321
+41 79 199 4506 

北海道支部 調整中 調整中

青森県支部
新山　龍治
（高22）

新山　龍治
（高22）

〒030-0845
青森市緑2-15-8

017-774-1009

岩手支部
吉江　信博
（高21）

橋浦礼二郎
（高23）

〒020-0103
盛岡市西松園1-9-3

019-662-7028

山形北陵会
仙道富士郎
（高９）

粟野　　学
（高26）

〒990-2461
山形市旅篭町３丁目2-3

023-631-0001

福島北陵会
阿部　力哉
（高３）

益田　芳幸
（高３）

〒960-0111
福島市丸子字沢目17-2

024-554-5920

在京同窓会
上條　　努
（高24）

練生川淳志
（高30）

〒152-0021 東京都千代田区神田
淡路町１－１神田クレストビル304㈱
オール・エージェント内

03-3527-1955

東海北陵会
佐山　泰弘
（高10）

岩田　　繁
（高19）

〒467-0024 愛知県名古屋市瑞穂
区春山町15-4 101

090-8866-2372

関西北陵会
鈴木　　武
（高20）

田中　　聡
（高30）

〒573-0151 大阪府枚方市藤阪北町
21-1-212

072-857-7651

広島支部（休会中）

九州北陵会
菅原　俊秀
（高10）

黒田　　均
（高36）

〒803-0826
福岡県北九州市小倉北区高峰町5-7

気仙沼支部 調整中 調整中

志津川支部

石巻･桃生･牡鹿支部
菅原　　憲
（高８）

後藤　宗徳
（高29）

〒986-0827 石巻市千石町2-10
石巻グランドホテル気付

加美支部
有馬　恒彦
（高18）

大山　　匡
（高23）

〒981-4254
加美郡加美町字北町2-181-1

0229-63-3054

塩釜北陵会
大平　眞悦
（高18）

庄子　文康
（高25）

〒985-0005
塩釜市杉の入3-11-1

022-365-6435

黒川支部北陵会（休会中）

岩沼支部

四倉　政美
（高10）
芳賀　　盛
（高18）

渡辺　和雄
（高21）

〒989-2461
岩沼市長岡字上根崎2-3

0223-24-1614

亘理会
手戸　雅己
（高15）

手戸　雅己
（高15）

〒989-2351
亘理郡亘理町字五日町 60-1

0223-34-1750

角田支部 未定
湯村　周一
（高22）

〒981-1505
角田市角田字町65

0224-63-1331

登米・栗原・南三陸支部
日野　　宏
（高24）

佐藤　　豪
（高21）

〒989-5612 栗原市志波姫新熊谷
255-1　三和電設㈱内

022-275-2505

支部・OB会連絡先

●支　部

●職　域

団体名称 代表者 事務局（連絡員） 事務局連絡先

仙台市役所北陵会
石川　浩史
（高32）

利　　大作
（高41）

〒981-3341
富谷市成田6-3-3

022-279-3478

宮城県庁仙台二高養賢会
吉田　　計
（高30）

佐藤　　仁
（高45）

〒980-8570 青葉区本町3-8-1
宮城県総務部人事課

022-211-2226

仙教委北陵会
渡部　隆一
（高32）

〒981-0961 仙台市青葉区桜ヶ丘8-2-1
仙台市立桜ヶ丘中学校内

022-279-1711

藤崎北陵会
松原　大介
（高27）

星　　史雄
（高37）

〒980-0811 仙台市青葉区一番町
3-2-17　㈱藤崎　人事部労務担当

022-261-5111

宮歯二高会
太郎丸　浩
（高17）

角田　　哲
（高26）

〒982-0252
仙台市太白区茂庭台4-23-5

022-281-4182

北陵ドクター倶楽部
山崎　　匡
（高12）

鵜飼　克明
（高28）

〒982-0802
仙台市太白区八木山東2-3-7

hokuryo.dr@
gmail.com

事務局
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団体名称 代表者 事務局（連絡員） 事務局連絡先

青葉倶楽部  硬式野球部 
岡崎　正行
（高28）

谷田部達博
（高41）

〒981-3211
仙台市泉区長命ヶ丘東5-4 

022-778-3977 

仙台二高
軟式野球部OB会 

軟式野球部 
氏家　　勝
（高27）

加藤幹太朗
（高61）

〒981-0923
仙台市青葉区東勝山3-28-10-202 

090-7667-3131

仙台二高
ハンドボール部
北陵会 

ハンドボール部 
菅間　　進
（高21）

中鉢　貴省
（高48）

〒980-0014
仙台市青葉区本町１-12-12
ＧＭビルディング９Ｆ

022-796-9411

仙台二高
バスケットボール部
北陵会

バスケットボール部
西嶋　康雄
（高21）

佐久間正光
（高21）

〒981-0904
仙台市青葉区旭ヶ丘2-12-14

022-275-9087

仙台二高
バスケットボール部
東京北陵会

バスケットボール部
太田　一彦
（高23）

仙台二高
サッカー部OB会

サッカー部
庄司　正春
（高21）

丸森亮太郎
（高50）

〒980-0873
仙台市青葉区広瀬町2-5

022-223-1221

仙台二高ラグビー部
OB会

ラグビー部
本吉　和康
（高11）

桂島　　猛
（高34）

〒981-3332
富谷町明石台5-41-1

022-776-1364

北陵騎士の会 フェンシング部
高木　一弘
（高22）

秋保　茂樹
（高32）

〒021-0866
岩手県一関市南新町55

0191-32-5105

ヨット部 未定
奥野　誠也
（高22）

〒981-1304
志田郡松山町千石本丸49桃源院

090-6149-0002

仙台二高スキー部
北陵会 

スキー部
前田　弘毅
（高28）

斎藤　雅人
（高34）

〒981-0953
仙台市青葉区西勝山7-2

022-719-3282

仙台二高陸友会 陸上競技部

仙台二高北陵柔道会 柔道部
佐々木優登
（高16）

鈴木　　裕
（高27）

〒984-0836
青葉区新坂町3-19

022-271-3682

仙台二高剣道部
OB会

剣道部
菅野　　敦
（高41）

手嶋　泰伸
（高54)

〒989-8007
仙台市泉区虹の丘2-4-13

090-4550-8041

仙台二高弓道部
OB会

弓道部
山口　哲男
（高20）

〒980-0804
仙台市青葉区大町2-15-40

022-223-1618

仙台二高OB山の会 山岳部
三浦　康宏
（高31）

三浦　康宏
（高31）

〒981-3362
富谷町日吉台1-3-2

022-358-9452

仙台二高
バドミントン部OB会

バドミントン部
宍戸　義一
（高22）

笠原孝一郎
（高54）

〒349-0212
埼玉県白岡市新白岡9-12-20

090-4553-4201

仙台二高
卓球部北陵会

卓球部
鈴木　　登
（高17）

伊藤　一郎
（高25）

〒983-0826
仙台市宮城野区鶴ヶ谷東3-14-19

022-252-4216

バレーボール部
北陵会

バレーボール部
佐野　　崇
（高４）

阿部広太郎
（高40）

〒982-0011
仙台市太白区長町3-4-16-1001

022-308-3551

宮城県
仙台第二高等学校
合気道部同窓会

合気道部
岡崎　　信
（高20）

吉田　信彌
（高22）
進藤　　遼
（高60）

〒980-8631
仙台市青葉区川内澱橋通１番地
宮城県仙台第二高等学校
合気道部顧問担当教諭気付

022-221-5626
（仙台二高）
0224-25-0024

仙台二高
空手部OB会

空手部
阿部信一郎
（高34）

阿部信一郎
（高34）

〒158-0084
東京都世田谷区東玉川2-18-3

03-3433-7631

仙台二高応援団
幹部OB会

応援団
田中於莵彦
（高15）

田中於莵彦
（高15）

〒986-0912
仙台市青葉区天守台 青葉城本丸会館

022-222-0218

二吹会
吹奏楽部
（ブラスバンド部）

松永　雄治
（高12）

但木　　均
（高22）

〒981-0912
仙台市青葉区堤町1-1-1-1201

090-4044-1234

演劇部
西條　昭将
（高15）

西條　昭将
（高15）

〒191-0053
東京都日野市豊田2-3-12

042-583-4997

写真部
伊勢　隆一
（高19）

伊勢　隆一
（高19）

〒980-0803
青葉区国分町3-9-7-2703号

022-222-1720

体操部
鈴木　　孝
（高24）

鈴木　　孝
（高24）

〒985-0072
塩釜市小松崎9-27

090-9637-8652

事務局

※他の運動部、文化部の情報をお寄せください。

※代表者及び事務局が変更になった際は同窓会事務局にご連絡お願いします。

　【連絡先】　仙台二高同窓会事務局  〒980－8631　仙台市青葉区川内澱橋通1　

  担当　佐々木恵理   TEL／022－221－5651　FAX022－221－5686

  月・水・金  10：00～15：00   Eメール／info@sendainiko-dousoukai.com

     同窓会ML／nikodousoukai@googlegroups.com（詳しくはp26）
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理
事
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
こ
の
度
、鈴
木
利
明
氏（
高
31
回
）が
、

同
窓
会
事
務
局
長
の
任
を
辞
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
す
る
と

と
も
に
、
鈴
木
氏
へ
の
感
謝
の
言
葉
を

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
鈴
木
氏
に
は
、
平
成
二
十
九
年
か
ら

四
年
間
も
の
長
き
に
わ
た
り
事
務
局
長

を
務
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
時

期
の
同
窓
会
活
動
は
、
か
つ
て
の
男
女

共
学
問
題
に
よ
る
沈
滞
化
か
ら
よ
う
や

く
復
活
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
は
言

え
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
／
難
題
を

残
し
て
い
ま
し
た
。
鈴
木
事
務
局
長
は

日
頃
か
ら
多
忙
な
教
官
と
し
て
の
業
務

を
ま
っ
と
う
す
る
中
、
母
校
へ
の
愛
情

と
そ
の
同
窓
会
活
動
へ
の
深
い
ご
理
解

か
ら
ま
さ
し
く
献
身
的
に
ご
尽
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
の
お
陰
で
、
今
で
は

定
例
の
同
窓
会
活
動
は
ほ
ぼ
軌
道
に

乗
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
意

味
で
は
新
事
務
局
長
就
任
を
快
諾
し
て

く
れ
た
横
山
佳
司
氏
（
高
33
回
）
も
、

安
心
し
て
そ
の
任
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
鈴
木
事
務
局
長
、
本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

同
窓
会
員
一
同
を
代
表
し
て
こ
こ
ろ
か

ら
厚
く
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
同
窓
会
長
　
大
井
　
龍
司
）　

同
窓
会
事
務
局
長
交
替
の

お
知
ら
せ

北
陵
祭
へ
の
参
加

　
母
校
の
文
化
祭
「
第
72
回
北
陵
祭
」

は
、
創
立
百
二
十
周
年
を
記
念
し
、「
佰

弍
十
祭
」
を
テ
ー
マ
に
八
月
二
十
八
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
陵
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
通
常
二
日
の
日
程

を
一
日
に
短
縮
し
、
二
高
生
の
み
（
在

校
生
以
外
は
入
場
不
可
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
例
年
、
多
く

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

鈴
木
　
利
明
（
高
31
回
）

　

大
井
会
長
初
め
理

事
の
皆
様
の
お

力
添
え
の
お
か

げ
で
、
四
年
間
、

何
と
か
事
務
局
長

を
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

地
方
支
部
、
職
域
、
部
活
動
Ｏ
Ｂ
会
の

方
々
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
教
員
の
世
界
で
は
、
な
か

な
か
身
に
つ
か
な
い
社
会
人
と
し
て
の

嗜
み
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
春
退
職
を
致
し
ま
し
た
が
、
再

任
用
で
、
今
年
も
仙
台
二
高
に
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
同
窓

生
と
し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

横
山
　
佳
司
（
高
33
回
）

　

私
は
本
校
創
立

八
十
周
年
時
に

生
徒
と
し
て
在

籍
し
、
教
諭
と

し
て
四
十
年
ぶ
り

に
母
校
に
戻
り
、
昨
年
、
百
二
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
二
高
で
の
学
び
を
通

し
て
、
在
校
生
が
真
に
北
陵
健
児
と
し

て
成
長
す
る
た
め
に
教
育
活
動
に
邁
進

す
る
覚
悟
で
す
。

　
鈴
木
利
明
先
生
に
は
、
同
窓
会
に
お

け
る
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
も
同
窓
会
の
円

滑
な
活
動
に
貢
献
し
、
同
窓
生
の
皆
様

と
共
に
、
仙
台
二
高
の
益
々
の
躍
進
に

寄
与
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
参
り
ま

す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

「
は
じ
め
に
」　

　
母
校
、
宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学
校

が
二
〇
二
〇
年
に
創
立
百
二
十
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
平
成
二
十
九
年
六

月
に
当
時
の
長
島
勝
彦
校
長
、
不
肖
大

井
龍
司
同
窓
会
長
ら
に
よ
り
、
そ
れ
を

祝
う
事
業
を
早
々
に
企
画
し
、
余
裕
を

も
っ
て
準
備
、
遂
行
す
る
た
め
「
創
立

百
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

（
以
下
；
実
行
委
員
会
）」
を
設
置
す
る

こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

　
そ
の
二
ヶ
月
後
の
八
月
二
十
二
日
、

仙
台
二
高
会
議
室
に
お
い
て
、
第
一
回

実
行
委
員
会
が
校
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

同
窓
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
実

行
委
員
、
専
門
委
員
の
総
勢
四
十
名
が

参
集
し
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
で

は
事
務
局
が
策
定
し
た
規
約
、
細
則
を

承
認
、
さ
ら
に
専
門
委
員
会
が
「
総
務

委
員
会
」「
式
典
委
員
会
」「
祝
賀
会
委

員
会
」「
周
年
史
作
成
委
員
会
」「
同
窓

会
員
名
簿
作
成
委
員
会（
後
日
、故
あ
っ

て
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
委
員
会
」
に

変
更
）」
の
五
委
員
会
で
構
成
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
爾
来
、
約
三
年
の

間
に
都
合
十
三
回
も
の
実
行
委
員
会
が

開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
間
、
各
専
門
委

員
会
委
員
各
位
の
精
力
的
な
ご
尽
力
に

よ
っ
て
、
記
念
事
業
の
準
備
が
着
々
と

進
め
ら
れ
た
。

　
し
か
る
に
平
成
二
年
一
月
に
わ
が
国

で
も
発
症
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
の
た
め
、
当
初
企
画
さ

れ
た
記
念
事
業
の
一
部
が
変
更
さ
れ
る

な
ど
数
々
の
困
難
に
見
舞
わ
れ
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
実
行
委
員
会
と
し
て

は
創
立
百
二
十
周
年
を
祝
う
然
る
べ
き

記
念
事
業
を
ほ
ぼ
遂
行
、
そ
の
成
果
を

後
世
に
残
す
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
善

宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学
校

　
　
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
総
括

の
同
窓
生
に
ご
来
場
い
た
だ
い
て
い
る

「
同
窓
会
の
部
屋
」
の
ブ
ー
ス
展
示
は

行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
同
窓
生
の
皆
様
、
北
陵
祭
は
母
校
を

訪
れ
る
大
変
良
い
機
会
と
考
え
ま
す
の

で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
通
常
通
り

の
北
陵
祭
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
切
に

願
い
、
今
年
の
北
陵
祭
に
は
、
二
年
分

の
多
く
の
同
窓
生
の
参
観
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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し
と
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
以

下
、
各
専
門
委
員
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
託

さ
れ
た
記
念
事
業
の
総
括
を
お
願
い

し
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
以
下
に
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。
　
結

び
に
、
実
行
委
員
会
や
専
門
委
員
会
の

委
員
各
位
な
ら
び
に
記
念
事
業
に
深
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
た
ま
わ
っ
た
関
係

各
位
、
同
窓
会
員
に
深
甚
な
る
謝
意
を

表
し
た
い
。

　
以
下
、
各
担
当
部
局
の
責
任
者
の
方

か
ら
の
総
括
報
告
を
一
覧
の
順
に
記
載

す
る
。

              

二
〇
二
一
年
一
月

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
会
長

大
井
龍
司
（
同
窓
会
長
、
高
10
回
）

＊
＊
＊
＊
＊

「
総
括
報
告
一
覧
」

₁　

総
務
委
員
会

₂
　
式
典
委
員
会

₃
　
祝
賀
会
委
員
会

4
　
周
年
史
作
成
委
員
会

5
　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
委
員
会

6
　
学
校
総
務
部

₇
　
事
務
局

以
上

＊
＊
＊
＊
＊

₁
　
総
務
委
員
会
総
括
報
告

　
本
事
業
に
お
い
て
総
務
委
員
会
が
担

当
し
た
活
動
は
下
記
の
三
点
で
そ
の
概

略
を
報
告
し
ま
す
。

１
．
武
藤
順
九
氏
寄
贈
「
記
念
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
」
設
置

・
第
二
回
実
行
委
（
平
成
二
十
九
年

十
一
月
十
四
日
）
に
お
い
て
会
長

か
ら
素
案
の
説
明
あ
り
。

・
平
成
三
十
年
十
月
二
十
七
日
武
藤

氏
立
ち
合
い
の
下
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
「C

IR
C
R
E

　W
IN

D

絆
」
設

置
取
付
け
。

・
令
和
元
年
六
月
十
一
日
本
校
正
面

玄
関
入
り
口
右
奥
に
て
設
置
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式
を
挙
行
。

・
費
用

：

設
置
台
座
及
び
除
幕
式

開
催
費
用
な
ど
、
合
計
　
一
、

〇
八
七
、
三
一
二
　
円

・
当
日
の
模
様
は
周
年
誌
に
記
載
済

み

２
．
記
念
式
典
時
使
用
記
念
品
手
配

・
第
六
回
実
行
委
（
令
和
元
年
五
月

十
六
日
）
、
式
典
・
祝
賀
会
参
加

者
に
記
念
品
配
布
を
決
定
。

・
第
八
回
実
行
委
（
令
和
二
年
二
月

十
八
日
）
、
扇
子
を
記
念
品
と
す

る
こ
と
に
決
定
、

・
第
十
一
回
実
行
委
（
令
和
二
年
八

月
三
十
一
日
）
に
お
い
て
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
式
典
中
止
を
決
定
、
こ

れ
に
伴
い
東
京
オ
オ
ゼ
キ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
予
約
し
た
扇
子
を

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
。

３
．
周
年
記
念
広
告
お
よ
び
協
賛
広
告

募
集
に
つ
い
て

・
第
十
回
実
行
委
（
令
和
二
年
六
月

二
十
三
日
）
に
お
い
て
本
校
が

百
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
周

知
す
る
た
め
の
広
告
を
河
北
新
報

に
掲
載
す
る
こ
と
に
決
定
。

・
第
十
一
回
実
行
委
（
令
和
二
年
八

月
三
十
一
日
）
に
お
い
て
下
記
の

内
容
が
承
認

　
掲
載
日

：

令
和
二
年
十
一
月

十
三
日
（
金
）　
体
裁
（
ボ
リ
ュ
ー

ム
）
は
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
（
費

用
二
五
〇
万
円
）、
記
事
下
部
に

協
賛
広
告
を
募
る
が
、
現
下
の

募
集
状
況
は
甚
だ
厳
し
く
最
悪

一
〇
〇
万
円
程
度
の
負
担
を
実
行

委
（
同
窓
会
）
が
す
る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
る
必
要
あ
り
と
の
認

識
。
実
行
委
予
算
の
負
担
を
軽
く

す
る
た
め
に
同
窓
会
お
よ
び
関
係

者
が
広
告
募
集
に
注
力
す
る
必
要

あ
り
。

・
河
北
新
報
で
集
客
に
利
用
で
き
る

名
簿
は
な
く
、
同
窓
会
由
来
の
情

報
は
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら

提
供
不
可
だ
っ
た
た
め
、
新
規
に

募
集
を
は
じ
め
る
必
要
が
あ
り
河

北
社
の
営
業
の
ほ
か
具
体
的
に
は

同
窓
会
Ｈ
Ｐ
・
Ｍ
Ｌ
で
の
告
知
、

実
行
委
、
同
窓
会
理
事
、
そ
の
他

関
係
者
の
方
々
の
個
人
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
募
集
が
行

わ
れ
た
。

・
令
和
二
年
十
一
月
十
三
日
、
創
立

百
二
十
周
年
記
念
特
集
記
事
掲

載
。

　
結
果
は
体
裁
全
四
ペ
ー
ジ
、
広

告
応
募
者
件
数
一
二
三
、
協
賛
広

告
金
額

：

五
、
四
三
四
千
円
（
河

北
社
収
入
）
の
内
容
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
実
行
委（
同
窓
会
）

の
負
担
は
不
要
と
な
っ
た
。

以
上

 

（
文
責

：

前
野
文
男
）

＊
＊
＊
＊
＊

₂
　
式
典
委
員
会
総
括
報
告

１
．
活
動
内
容

⑴
創
立
百
二
十
周
年
記
念
式
典
の
開
催

期
日
に
つ
い
て

⑵
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
内
容
に
つ

い
て

①
次
第
・
係
分
担
に
つ
い
て

②
記
念
講
演
会
の
講
演
者
の
選
出

（
加
藤
久
氏
［
高
27
回
］、演
題
「
至

誠
に
生
き
る
」）、

生
徒
の
参
加
形
態
、
奏
楽
　
等

③
式
典
会
場
に
つ
い
て

案

：

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
、
東
北

大
学
萩
ホ
ー
ル
（
決
定
）、

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー

ル
、
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー

ル
、
本
校
体
育
館

④
記
念
講
演
者
に
係
る
経
費
に
つ
い

て
⑤
感
謝
状
授
与
者
に
つ
い
て

⑥
式
典
前
日
・
当
日
の
日
程
に
つ
い

て
⑦
式
典
出
席
者
の
把
握
・
案
内
状
作

成
・
発
送
に
つ
い
て

⑧
ス
ラ
イ
ド
「
母
校
二
十
年
の
間
の

歩
み
」
上
映
に
つ
い
て

⑨
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
内
容
・
表
紙
の
検

討
（
中
断
）

⑶
記
念
式
典
中
止
に
伴
う
対
応
に
つ
い

て①
関
連
施
設
や
出
席
予
定
者
へ
の
連

絡

②
感
謝
状
は
対
象
者
に
後
日
送
付

⑷
宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学
校
創
立

百
二
十
周
年
記
念
式
典
代
替
行
事
の

計
画
及
び
実
施

記
念
式
典
次
第
を
元
に
計
画
さ
れ
、

当
日
生
徒
は
教
室
で
リ
モ
ー
ト
に
よ

る
代
替
行
事
を
実
施

　
主
な
内
容

：

校
長
挨
拶
、
実
行
委
員

会
会
長
挨
拶
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
挨
拶
（
ビ
デ
オ
放

映
）、
校
長
よ
り
生
徒

に
缶
バ
ッ
チ
が
配
布
、

他

２
．
検
討
事
項

⑴
第
七
回
　
仙
台
二
高
百
二
十
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
式
典
委
員
会
資

料
参
照

⑵
式
典
開
催
に
向
け
て
の
具
体
的
な
コ

ロ
ナ
対
策
指
針
の
検
討

３
．
決
定
事
項
に
つ
い
て

⑴
永
年
勤
続
者
へ
の
感
謝
状
は
作
成
し

な
い
。
　
　
　
　

以
上  

（
文
責

：

早
坂
　
馨
）

＊
＊
＊
＊
＊

₃
　
祝
賀
会
委
員
会
総
括
報
告

　
百
二
十
周
年
実
行
委
員
会
か
ら
の
指

名
を
受
け
、
同
窓
会
か
ら
二
名
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
二
名
、
学
校
か
ら
四
名
、
合
計

八
名
の
祝
賀
会
委
員
会
体
制
に
て
祝
賀

会
開
催
へ
向
け
準
備
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　
祝
賀
会
会
場
と
し
て
は
江
陽
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
を
予
約
し
、
司
会
に
宮
城
テ

レ
ビ
の
伊
藤
拓
さ
ん
、
祝
賀
会
を
華
や
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か
に
盛
り
上
げ
る
歌
唱
と
し
て
天
道
清

貴
さ
ん
、
清
貴
さ
ん
の
バ
ッ
ク
コ
ー
ラ

ス
に
地
元
の
ゴ
ス
ペ
ル
会
の
友
情
出
演

も
手
配
を
完
了
し
て
い
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
の
作
成
や
料
理
な
ど

の
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
閉
会
間
際
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
仙
台
す
ず
め
踊
り

の
演
舞
を
計
画
し
出
演
依
頼
も
完
了
し

て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見
込

め
な
い
た
め
、
八
月
三
十
一
日
の
実
行

委
員
会
に
て
中
止
が
決
定
さ
れ
、
関
係

者
に
お
詫
び
を
申
し
上
げ
な
が
ら
、
祝

賀
会
開
催
中
止
の
連
絡
を
い
た
し
ま
し

た
。

　
祝
賀
会
開
催
へ
の
準
備
に
ご
支
援
・

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
上

（
文
責

：

阿
部
孝
一
）

＊
＊
＊
＊
＊

4
　
周
年
史
作
成
委
員
会
総
括
報
告

　
今
回
の
百
二
十
周
年
史
編
集
の
基
本

的
な
考
え
方
は
、
学
校
、
同
窓
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
百
周
年
以
降
の
二
十
年
間
の
歴

史
的
特
記
事
項
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て

時
系
列
に
ま
と
め
る
。歴
史
に
忠
実
に
、

飾
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
実
行
委
員
会
の
予
定
さ
れ
て
い
る
一

～
二
週
間
前
位
に
は
、
三
者
で
集
ま
っ

て
進
捗
状
況
を
確
認
し
、
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
な
が
ら
よ
り
良
い
も
の
を
目

指
し
ま
し
た
。
時
に
は
、
共
学
問
題
の

取
り
扱
い
な
ど
で
激
論
を
交
わ
す
こ
と

も
あ
り
、
今
は
い
い
思
い
出
で
す
。
委

員
の
皆
さ
ん
は
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
の

編
集
、
校
正
作
業
だ
っ
た
の
で
、
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
各
委
員
会
で
必
死

に
準
備
し
た
各
記
念
事
業
が
軒
並
み
中

止
と
な
り
、
周
年
史
発
行
が
最
後
の
砦

と
な
り
ま
し
た
。
何
と
か
記
念
式
典
の

予
定
さ
れ
た
十
一
月
十
三
日
直
前
の
刊

行
に
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
た
の
も
ご
寄
稿
い

た
だ
い
た
皆
様
や
各
方
面
の
ご
協
力
に

よ
る
も
の
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

以
上

（
文
責

：

高
橋
正
道
）

＊
＊
＊
＊
＊

5
　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
委
員
会
総
括

報
告

　
当
委
員
会
は
、
同
窓
会
名
簿
作
成

委
員
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
六
日
（
月
）

第
五
回
実
行
委
員
会
で
、
同
窓
会
名
簿

作
成
委
員
会
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備

委
員
会
と
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
法
を
か
ん
が
み
、
残
念

な
が
ら
名
簿
発
刊
を
中
止
致
し
ま
し

た
。同
窓
会
活
性
化
に
は
、会
員
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
整
備
は
大
変
重
要
と
い
う
こ

と
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
は
継
続
し

ま
し
た
。

　
同
窓
会
名
簿
に
は
百
十
周
年
で
発
刊

し
た
同
窓
会
名
簿
と
会
員
の
同
意
を
得

た
外
部
に
出
す
こ
と
の
な
い
同
窓
会

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
あ
り
ま

す
が
、
と
も
に
住
所
不
明
者
数
が
き
わ

め
て
多
く
大
変
不
備
な
も
の
で
し
た
。

二
〇
〇
三
年
施
行
の
個
人
情
報
保
護
法

で
、
特
に
若
い
同
窓
生
か
ら
情
報
漏
洩

の
危
惧
の
声
が
強
ま
り
、
同
窓
会
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
更
新
作
業
は
進
め
る
が
、
同

窓
会
名
簿
発
刊
を
中
止
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
同
窓
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
、
必
要
な
時
に
限
り
、
適
切
に
使
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
〇
一
九
年
四
月
か
ら
現
在
ま
で
の

仙
台
二
高
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
登
録
者
（
新
規
・

住
所
変
更
）
は
一
〇
一
名
で
す
。
そ
れ

以
前
の
三
年
間
で
一
五
〇
名
の
新
規
登

録
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整

備
を
進
め
る
上
で
１
回
期
三
名
の
名
簿

改
定
委
員
を
お
願
い
し
、
毎
週
日
曜
日

一
時
間
、
電
話
・
メ
ー
ル
で
同
窓
生
の

掘
り
起
こ
し
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
若
い
世
代
は
、
個
人
情

報
保
護
法
を
持
ち
出
し
、
大
苦
戦
を
強

い
ら
れ
ま
し
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備

は
、
長
い
目
で
地
道
に
継
続
す
る
し
か

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上

（
文
責

：

鈴
木
誠
一
）

＊
＊
＊
＊
＊

6
　
学
校
総
務
部
総
括
報
告

　
本
事
業
に
お
い
て
事
務
局
が
担
当
し

た
活
動
は
下
記
の
三
点
で
、
そ
の
概
略

を
報
告
し
ま
す
。

１
、「
百
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
」
の
実
施
に
つ
い
て
、
日
程

と
主
な
決
定
事
項
は
以
下
の
と
お

り

　
第
一
回
　
二
〇
一
七
年

八
月
二
十
二
日
（
火
）

⑴
組
織
体
制
に
つ
い
て
（
実
行
委

員
会
の
規
約
･
細
則
・
組
織
図
・

会
計
処
理
細
則
）
審
議
さ
れ
承

認
さ
れ
た
。

⑵
実
行
委
員
が
承
認
さ
れ
た
。

⑶
専
門
委
員
が
委
嘱
さ
れ
た
。

　
第
二
回
　
二
〇
一
七
年

十
一
月
十
四
日
（
火
）

⑴
収
入
に
つ
い
て

①
二
〇
一
八
年
か
ら
二
〇
二
〇

年
に
在
籍
す
る
生
徒
か
ら
。

②
奨
学
会
か
ら
。

③
同
窓
会
特
別
会
計
か
ら
。

④
広
告
代

⑤
祝
賀
会
参
会
費

⑥
周
年
史
の
売
り
上
げ

⑦
名
簿
売
り
上
げ

⑧
寄
付
金

⑵
支
出
に
つ
い
て

①
記
念
式
典
会
場
費

②
記
念
祝
賀
会
費

③
周
年
史
作
成
費

④
名
簿
作
成
費

⑤
記
念
品
作
成
費

⑶
会
場
候
補
地
は
仙
台
国
際
セ
ン

タ
ー
、
東
北
大
学
萩
ホ
ー
ル
、

仙
台
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
、

の
順
と
す
る
。

⑷
祝
賀
会
会
場
は
、
江
陽
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
着
席
ス
タ
イ
ル
。

会
費
制
と
す
る
。

⑸
百
二
十
周
年
記
念
ロ
ゴ
を
作
成

す
る
こ
と
と
す
る
。

　
第
三
回
　
二
〇
一
八
年

二
月
二
十
三
日
（
金
）

⑴
百
二
十
周
年
記
念
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
は
、
二
年
二
組
中
村
未

来
の
作
品
に
修
正
し
た
も
の
が

承
認
さ
れ
る
。

⑵
式
典
の
会
場
は
、
仙
台
国
際
セ

ン
タ
ー
が
予
約
未
定
、
エ
レ
ク

ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
は
改
装
予
定
で

押
さ
え
る
こ
と
が
困
難
。

⑶
祝
賀
会
の
事
務
費
は
式
典
委
員

会
で
計
上
す
る
。
会
場
費
・
飲

食
費
・
ゲ
ス
ト
謝
礼
は
黒
字
化

す
る
。

⑷

周

年

史

の

出

版

日

程

は

二
〇
二
〇
年
三
月
原
稿
締
め
切

り
、
二
〇
二
〇
年
九
月
出
版
の

予
定
。

⑸
同
窓
会
名
簿
の
発
刊
に
つ
い
て

は
、
二
〇
二
〇
年
四
月
締
め
切

り
、
二
〇
二
〇
年
九
月
発
行
の

予
定
。

　
第
四
回
　
二
〇
一
八
年七

月
二
日
（
月
）

⑴
記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀
会
の
開

催
日
を
二
〇
二
〇
年
十
一
月

十
三
日
と
す
る
。

⑵
式
典
会
場
は
萩
ホ
ー
ル
が
第
一

候
補
、
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー

ル
は
仮
押
さ
え
と
す
る
。

　
第
五
回
　
二
〇
一
八
年

十
一
月
二
十
六
日
（
月
）

⑴
補
正
予
算
案
了
承
。

⑵
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式

を
、
武
藤
氏
立
ち
会
い
の
下
、

二
〇
一
九
年
六
月
十
一
日
に
行

う
。

⑶
記
念
式
典
に
お
け
る
講
演
者
を
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加
藤
久
氏
に
依
頼
す
る
。

⑷
祝
賀
会
は
式
典
と
同
日
、
江
陽

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
う
。
ゲ

ス
ト
は
清
貴
氏
、
司
会
は
伊
藤

拓
氏
。

⑸
同
窓
会
名
簿
の
発
刊
は
中
止
と

す
る
。
名
簿
作
成
委
員
会
は
、

同
窓
会
員
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備

委
員
会
と
改
称
し
、
会
員
情
報

の
収
集
･
保
管
・
管
理
を
継
続

す
る
。

　
第
六
回
　
二
〇
一
九
年

五
月
十
六
日
（
木
）　

⑴
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式
に

つ
い
て

①
同
窓
会
員
に
は
会
報
に
同
封
し

て
知
ら
せ
る
。

②
河
北
新
報
に
広
告
を
出
す
。

⑵
記
念
式
典
に
お
い
て
、
吹
奏
楽

部
に
演
奏
を
依
頼
す
る
。

⑶
各
委
員
会
で
検
討
す
べ
き
事
項

を
洗
い
出
し
た
。
主
な
も
の
と

し
て
は
、
式
典
に
お
け
る
係
分

担
･
招
待
状
･
来
賓
、記
念
品
、

祝
賀
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
つ

い
て

　
第
七
回
　
二
〇
一
九
年

十
一
月
二
十
五
日
（
月
）

⑴
記
念
式
典
の
会
場
は
、
東
北
大

学
萩
ホ
ー
ル
に
決
定
す
る
。

⑵
祝
賀
会
に
お
け
る
校
歌
･
応
援

歌
の
担
当
は
、
応
援
団
Ｏ
Ｂ
に

お
願
い
す
る
。

⑶
祝
賀
会
会
費
や
周
年
史
の
購
入

代
金
は
、
案
内
状
と
と
も
に
振

込
用
紙
を
郵
送
し
て
入
金
を
お

願
い
す
る
。

　
第
八
回
　
二
〇
二
〇
年

二
月
十
八
日
（
火
）

⑴
記
念
品
と
し
て
「
扇
子
」
が
了

承
さ
れ
る
。

⑵
案
内
状
案
な
ら
び
に
返
信
用
は

が
き
案
が
了
承
さ
れ
る
。

　
第
九
回
　
二
〇
二
〇
年

四
月
三
十
日
（
木
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
参
会
せ
ず
メ
ー
ル

に
よ
る
審
議
を
行
う
。

⑴
案
内
状
に
つ
い
て
、
詳
細
案
が

了
承
さ
れ
る
。

⑵
祝
賀
会
会
費
に
つ
い
て
は
、
振

り
込
み
か
ら
当
日
持
参
に
変
更

す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
る
。

　
第
十
回
　
二
〇
二
〇
年

六
月
二
十
三
日
（
火
）

⑴
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

対
応
に
つ
い
て

①
祝
賀
会
会
場
は
、
人
数
は
ホ
テ

ル
の
基
準
に
よ
る
こ
と
と
す

る
。

②
記
念
式
典
は
、
萩
ホ
ー
ル
が
実

施
し
な
い
こ
と
を
決
め
た
時

は
、
延
期
せ
ず
中
止
と
す
る
。

⑵
記
念
品
は
中
止
と
す
る
。

　
第
十
一
回
　
二
〇
二
〇
年

八
月
三
十
一
日
（
火
）

⑴
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
記
念
祝

賀
会
は
中
止
と
す
る
。

⑵
同
様
に
、
記
念
式
典
も
中
止
と

す
る
。
た
だ
し
、
学
校
内
で
創

立
百
二
十
周
年
の
意
義
を
確
認

す
る
機
会
を
設
け
る
。

　
第
十
二
回
　
二
〇
二
〇
年

九
月
二
十
九
日
（
火
）

⑴
創
立
百
二
十
周
年
記
念
式
典
代

替
行
事
を
、
学
校
内
に
て
十
一

月
十
三
日
（
金
）
に
行
う
。

⑵
感
謝
状
を
同
日
付
で
郵
送
す

る
。（
対
象
は
歴
代
校
長
・
歴

代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・「
親
父
の
会
」）

　
第
十
三
回
　
二
〇
二
〇
年

十
一
月
二
日
（
月
）

⑴
河
北
新
報
特
集
記
事
な
ら
び
に

広
告
協
賛
状
況
に
つ
い
て
、
順

調
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
報
告

が
あ
っ
た
。

⑵
「
記
念
式
典
代
替
行
事
」
に
つ

い
て
、
生
徒
に
対
し
て
は
放
映

を
通
じ
て
行
う
と
い
う
報
告
が

あ
っ
た
。

⑶
記
念
周
年
史
に
つ
い
て
、
無
事

に
発
刊
し
て
発
送
が
始
ま
っ
た

と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。

　
第
十
四
回
　
二
〇
二
〇
年
二
月
、
創

立
百
二
十
周
年
記
念
事

業
総
括
を
メ
ー
ル
に
て

報
告
し
承
認
を
得
た
。

２
、「
仙
台
二
高
創
立
百
二
十
周
年
記

念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式
」
に
つ

い
て

　
　
日
　
時

二
〇
一
九
年
六
月
十
一
日（
火
）

十
六
時
～
十
七
時

　
　
場
　
所

仙
台
二
高
正
面
玄
関
奥

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
前

　
　
出
席
者

寄

贈

者
　
武
藤
　
順
九 

氏

生
徒
会
長
　
川
床
　
隼
太
　

台
座
設
置
工
事
者

　
　
　
　
　
米
田
　
公
男 

氏
　

仙
台
二
高
創
立
百
二
十
周
年
記

念
実
行
委
員

　
　
次
　
第

⑴
修
礼

⑵
開
式
の
辞

⑶
校
長
挨
拶

⑷
実
行
委
員
会
会
長
挨
拶

　（
大
井
　
龍
司 

氏
）  

⑸
挨
拶
　
　（
武
藤
　
順
九 

氏
）

⑹
感
謝
の
言
葉

　（
生
徒
会
長
　
川
床
　
隼
太
）

⑺
感
謝
状
謹
呈

⑻
閉
式
の
辞

⑼
修
礼

３
、「
仙
台
二
高
創
立
百
二
十
周
年
記

念
式
典
代
替
行
事
」
に
つ
い
て

　
　
日
　
時

二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
三
日（
金
）

十
四
時
～
十
五
時

　
　
場
　
所

仙
台
二
高
　
校
長
室
に
て
式
を

執
り
行
い
、
職
員
・
生
徒
は
各

教
室
等
で
視
聴
し
た
。

　
　
出
席
者

大
井
　
龍
司
　
実
行
委
員
会
会

長
（
同
窓
会
会
長
）

小
野
寺
征
博
　
実
行
委
員
会
副

会
長
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

仙
台
二
高
教
職
員
・
生
徒

　
　
次
　
第

⑴
修
礼

⑵
開
式
の
辞

⑶
国
歌
演
奏

⑷
校
長
挨
拶

⑸
講
演

　
　（
大
井
実
行
委
員
会
会
長
）

三
船
久
蔵
・
井
上
成
美
・
槇

有
恒
　
三
先
輩
の
功
績
の
紹

介  

⑹
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
挨
拶

　
　
　（
小
野
寺
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

⑺
感
謝
状
紹
介

歴
代
校
長
・
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
・「
親
父
の
会
」

⑻
校
歌
演
奏

⑼
閉
式
の
辞

⑽
修
礼

以
上
　

（
文
責

：

大
槻
聡
）

＊
＊
＊
＊
＊

₇
　
事
務
局（
収
支
決
算
／
監
査
報
告
）

（
文
責

：

高
橋
修
事
務
部
長
）
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評議員名簿

◆評議員が２名制になっています

　平成25年度の総会後から、各回期の評議員が２名となりました。まだ選出されていない回期の方は、お早めに選出していただき、事務局

までご一報下さい。また、評議員の方が住所不明で連絡がとれないため、欠員となっている回期があります。

回期 氏　　名

中42 和賀井敏夫

中44 石井　敏夫

中47
佐々木一弘

坂田　正雄

高2
朝倉　　亮

吉田　敏樹

高3
高橋　正道

安達　　剛

高4 毛呂　達夫

高5
菅原　正人

高橋　清人

高6
土岐　満夫

鈴木　文夫

高7 藤野　尚之

高8
奥山　隆生

後藤　　潮

高9
相澤美智雄

石田　武彦

高10
四倉　政美

佐野　伸義

高11
高石　祥二

鈴木　邦夫

高12 米竹　　隆

高13
高橋　和男

菅野　昭雄

高14
磐井　　裕

笹氣光寿郎

高15 近藤　尚武

高16
坂本　正憲

堀内　　登

高17
高橋　　賢

佐藤　裕洋

回期 氏　　名

高18
梅津　珪三

前野　文男

高19
佐藤　芳博

遠藤　謙治

高20
半田　　賢

中島　俊和

高21
内藤　清秀

吉田憲三郎

高22
菊田　健三

熊谷　晴樹

高23
大友　史祥

小野寺満明

高24 沼倉　和彦

高25
斎　　基之

原　　敏紀

高26
木村　　清

角田　　哲

高27
高橋　芳郎

千葉　　宏

高28
岡崎　正行

鵜飼　克明

高29
稲辺　和彦

永見　幸久

高30 渡邉　善夫

高31 太田　康裕

高32
竹田　幸司

伊達　　久

高33
松谷　秀則

結城　道広

高34
千葉　敏彦

大泉　義典

高35 今野　明典

回期 氏　　名

高36
柳　　雅裕

首藤　雅浩

高37
天江新太郎

木村　光博

高38 欠員

高39 日下　　開

高40
内田　　靖

酒井　紀章

高41
菅沼　恵一

利　　大作

高42 欠員

高43 渡邊　勝宏

高44 田所　直希

高45 欠員

高46 欠員

高47 八谷　　豊

高48 武田　力也  

高49 落合　和希

高50 橘　　大介

高51 欠員

高52 欠員

高53 栗原　慶太

高54 三嶋　廣人

高55 欠員

高56 欠員

高57 欠員

高58 相場　　峻

高59 蔡　　優広

高60 柴又　賢史

高61 泉　　聖也

高62 添田　敏寛

高63 佐久間俊平

回期 氏　　名

高64
深松　　栞

徳永　航平

高65
佐渡　恵奈

佐藤　泰史

高66 坂元　宏司

高67
鈴木　麻優

齋藤　　樹

高68
舟生佳奈子

大山　　遼

高69
生田目誉也

尾形　眞美

高70
荒井　直人

菊地　雅子

高71
加藤　広大

阿部　柚佳

高72
小野寺　俊

須田　朱音

高73
岡本　和大

秋山　愛佳

2021年度　年間行事予定
４月８日 木 入学式 二高講堂 13時30分

４月28日 水 大運動会（活動助成） 二高校庭

５月15日 土 三部定期戦（無観客、選手と大会役員のみ） 一高体育館及び柔道場 11時30分

５月16日 日 対一高同窓会ゴルフ対抗戦 （中止）

５月22日 土 軟式野球定期戦 名取市民球場 10時00分

５月23日 日 定例評議員会 江陽グランドホテル 14時00分

６月１日 火 同窓会報第54号発刊

６月１日 火 硬式野球定期戦（在校生、教職員、野球部と応援団の保護者のみ入場可能） 楽天生命パーク宮城 11時00分

６月16日 水 当番回期打ち合わせ会（高32,33,44,45,56,57回） 北陵館 18時30分

７月３日 土 校内ツアー（中止） 二高

７月３日 土 同窓会総会・講演会（懇親会なし） 江陽グランドホテル 15時00分

８月28日

８月29日

土

日
北陵祭（同窓会ブース開設予定） 二高

12月１日 水 ニュースレター第８号発刊

12月15日 水 当番回期・ＰＴＡ合同打ち合わせ会（高33,34,45,46,57,58回） 北陵館 18時00分

１月21日 金 ＰＴＡ同窓会新年合同懇親会（クラブ活動後援会への寄付） 江陽グランドホテル 18時00分

２月28日 月 同窓会入会式 二高講堂 10時00分

３月１日 火 74回卒業式 二高講堂 10時00分

＜理事会＞　※原則毎月第３水曜日

4/21　5/12　6/16　7/21　8/18　9/15　10/20　11/17　12/15　1/19　2/16　3/16
二高会議室又は北陵館

＜支部会／OB会／同期会＞

※決定次第、事務局までお知らせください。HPに掲載いたします。
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理
事
会
等

記

録

二
〇
二
〇
年
五
月
（
メ
ー
ル
審
議
）

・
第
53
号
同
窓
会
報
に
つ
い
て

・
五
月
以
降
の
Ｈ
Ｐ
の
管
理
に
つ
い
て

二
〇
二
〇
年
六
月
（
メ
ー
ル
審
議
）

・
三
月
、
四
月
、
五
月
定
例
理
事
会

メ
ー
ル
審
議
議
事
メ
モ
の
承
認

・
令
和
二
年
度
評
議
員
会
書
面
審
議
結

果
報
告

・
第
53
号
同
窓
会
報
発
刊
の
件

・
今
後
の
学
校
行
事
の
予
定
の
件

・
二
高
ク
ッ
キ
ー
販
売
の
件

二
〇
二
〇
年
七
月
（
メ
ー
ル
審
議
）

・
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
の
Ｓ
Ｓ
Ｌ
対
応
が
未
更

新
に
な
っ
て
い
た
こ
と
へ
の
報
告

・
学
校
の
近
況
に
つ
い
て

・
北
陵
祭
同
窓
会
ブ
ー
ス
の
設
置
中
止

の
件

二
〇
二
〇
年
八
月
（
中
止
）

二
〇
二
〇
年
九
月
（
メ
ー
ル
審
議
）

・
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
報
告

・
記
念
式
典
／
祝
賀
会
中
止
の
お
知
ら

せ
の
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
、
同
窓
会
員
Ｍ
Ｌ

へ
の
掲
載
に
つ
い
て

・
河
北
新
報
特
集
記
事
に
係
る
広
告
募

集
の
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
、
同
窓
会
員
Ｍ
Ｌ

へ
の
掲
載
に
つ
い
て

・
河
北
新
報
特
集
記
事
に
係
る
広
告
料

金
補
助
の
承
認
の
件

・
河
北
新
報
特
集
記
事
に
お
け
る
海
外

三
支
部
の
広
告
の
件

二
〇
二
〇
年
十
月
二
十
一
日
（
水
）

・
Ｐ
Ｔ
同
懇
の
開
催
の
是
非
に
つ
い
て

・
今
後
の
同
窓
会
活
動
に
つ
い
て

・
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
写
真

の
差
し
替
え
に
つ
い
て

・
河
北
新
報
特
集
記
事
の
件

・
北
陵
ゴ
ル
フ
大
会
の
件

・
学
校
の
近
況
に
つ
い
て

・
北
陵
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
進
捗
状
況

・
創
立
百
二
十
周
年
史
頒
布
の
件

二
〇
二
〇
年
十
一
月
（
メ
ー
ル
審
議
）

・
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
契
約
の
名

義
変
更
の
件

・
第
七
号
北
陵
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
刊
行

の
件

・
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
報
告

・
河
北
新
報
特
集
記
事
報
告

・
創
立
百
二
十
周
年
史
の
刊
行
報
告

令
和
三
年
度
第
一
回
評
議
員
会

令
和
三
年
五
月
二
十
三
日
（
日
）

　
十
四
時
～

◇
会
長
挨
拶
　
大
井
会
長

◇
議
長
選
出
　
角
田
哲
氏
（
高
26
回
）

◇
協
議

第
一
号
議
案

　
二
〇
二
〇
年
度
事
業
報
告
（
承
認
）

第
二
号
議
案

　
二
〇
二
〇
年
度
収
支
決
算
報
告
・

　
監
査
報
告
（
承
認
）

第
三
号
議
案

　
二
〇
二
一
年
度
事
業
計
画
案（
承
認
）

第
四
号
議
案

　
二
〇
二
一
年
度
収
支
予
算
案（
承
認
）

第
五
号
議
案

　
次
期
会
長
の
推
薦
（
承
認
）

第
六
号
議
案

　
役
員
改
選
（
承
認
）

第
七
号
議
案

　
専
門
委
員
選
出
（
承
認
）

◇
連
絡
・
報
告

・
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
報
告

◇
閉
会
挨
拶
　
阿
部
孝
一
副
会
長
　

評
議
員
会

報

告

・
創
立
百
二
十
周
年
記
念
式
典
代
替
行

事
報
告

二
〇
二
〇
年
十
二
月
（
メ
ー
ル
審
議
）

・
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
収
支
決

算
報
告

・
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
契
約
の
名

義
変
更
の
件

・
創
立
百
二
十
周
年
史
追
加
注
文
の
現

状
二
〇
二
一
年
一
月
二
十
日
（
水
）

・
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
残
預
金

の
使
用
方
法
に
つ
い
て

・
事
務
局
員
へ
の
特
別
手
当
に
つ
い
て

・
事
務
局
長
交
代
に
つ
い
て

・
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
の
交
代
に
つ

い
て

・
卒
業
式
の
件

・
同
窓
会
入
会
式
の
件

・
現
時
点
で
の
支
部
会
の
動
向
の
件

・
令
和
三
年
度
行
事
の
予
定
の
件

・
事
務
局
の
留
守
電
設
置
の
件

・
新
入
生
へ
の
二
高
手
拭
の
寄
贈
の
件

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
契
約
の
名
義
変
更

の
件

二
〇
二
一
年
二
月
（
中
止
）

二
〇
二
一
年
三
月
十
七
（
水
）

・
役
員
改
選
な
ら
び
に
次
期
役
員
（
会

長
含
む
）
推
薦
に
つ
い
て

・
広
報
担
当
理
事
（
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
の
運

営
管
理
）
の
選
任
の
件

・
第
54
号
同
窓
会
報
に
つ
い
て

・
令
和
三
年
度
評
議
員
会
、
総
会
の
開

催
方
法
に
つ
い
て

・
事
務
局
員
の
労
働
契
約
書
の
更
新
に

つ
い
て

・
対
一
高
同
窓
会
ゴ
ル
フ
対
抗
戦
の
件

・
事
務
局
員
へ
の
特
別
手
当
に
つ
い
て

・
卒
業
式
、
入
学
式
の
件

・
定
期
戦
な
ど
の
学
校
行
事
の
件

・
事
務
局
長
交
代
の
件

二
〇
二
一
年
四
月
二
十
一
日
（
水
）

・
今
季
評
議
員
会
の
開
催
様
式
に
つ
い

て
・
役
員
改
選
な
ら
び
に
次
期
役
員
（
会

長
含
む
）
推
薦
に
つ
い
て

・
第
54
号
同
窓
会
報
に
つ
い
て

・
同
窓
会
Ｍ
Ｌ
管
理
者
な
ら
び
に
Ｄ
Ｂ

整
備
責
任
者
の
継
続
に
つ
い
て

・
令
和
三
年
度
入
学
式
、
今
後
の
学
校

行
事
の
件
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特別会計　2020年度収支決算報告
（2020年４月１日～2021年３月31日）

一般会計　2020年度収支決算・2021年度予算
（2020年４月１日～2021年３月31日） （単位：円）

（単位：円）

区　　　　分 項　　　　目 実績額（B）

収　　　　入 前 年 度 繰 越 金 8,731,834
預 金 利 息 74

収　　　　入　　　　合　　　　計　（Ｅ） 8,731,908

支　　　　出 旗 製 作 費 35,970
振 込 手 数 料 550

支　　　　出　　　　合　　　　計　（Ｆ） 36,520

次年度繰越金 （Ｅ）　　　　　　　－　　　　　　　（Ｆ） 8,695,388

預金等残高
（2021.3.31） 普 通 預 金（ 七 十 七 銀 行 ） 8,695,388

差 引 合 計 8,695,388

区　　　　分 項　　　　目 予算額（A） 実績額（B） （B）－（A） 次年度予算額

収　　　　入 前 年 度 繰 越 金 8,887,111 8,887,111 0 17,338,517
年 会 費 9,500,000 9,183,000 △ 317,000 9,500,000

（　イ　）　 （ 納 入 者 数 ） （3,167 人） （3,061 人） （△ 106 人） （3,167 人）

（イ÷ロ） 年 会 費 納 入 率 21.8% 21.4% 21.8%

入 会 金 1,100,000 1,134,000 34,000 1,100,000
（ 納 入 者 数 ） （306 人） （315 人） （9人） （306 人）
受 取 利 息 0 21 21 0
寄 付 3,000,000 4,241,500 1,241,500 3,000,000
名 簿 等 売 上 金 0 23,400 23,400 0
そ の 他 収 入 0 10,280 10,280 0
120周年記念事業戻金 0 3,562,155 3,562,155 0

収入合計（C) 22,487,111 27,041,467 4,554,356 30,938,517

支　　　　出 同 窓 会 報 発 行 費 4,200,000 3,917,753 △ 282,247 4,200,000
（　ロ　）　 （ 発 送 通 数 ） （14,500 通） （14,303 通） （△ 197 通） （14,500 通）

ニュースレター発行費 1,900,000 1,838,240 △ 61,760 1,900,000
（ 発 送 通 数 ） （14,500 通） （14,090 通） （△ 410 通） （14,500 通）
校 内 活 動 助 成 費 1,350,000 1,000,000 △ 350,000 1,350,000
卒 業 記 念 品 550,000 500,000 △ 50,000 550,000
総 会 旅 費 補 助 0 0 0 150,000
総 会 補 填 100,000 0 △ 100,000 300,000

（ 出 席 者 数 ） - - - -
Ｐ 同 懇 補 填 200,000 0 △ 200,000 200,000

（ 出 席 者 数 ） （130 人） - - （130 人）
支 部 総 会 等 旅 費 300,000 0 △ 300,000 300,000
支 部 総 会 等 祝 儀 150,000 0 △ 150,000 150,000
会 議 費 200,000 0 △ 200,000 250,000
慶 弔 費 200,000 162,000 △ 38,000 200,000
人 件 費 900,000 759,813 △ 140,187 900,000
事 務 消 耗 品 費 120,000 40,475 △ 79,525 120,000
切 手 葉 書 送 料 200,000 35,912 △ 164,088 200,000
電 話 料 180,000 174,273 △ 5,727 200,000
振 込 手 数 料 600,000 670,356 70,356 650,000
設 備 費 250,000 178,848 △ 71,152 250,000
雑 費 60,000 42,764 △ 17,236 60,000
同窓会活性化対策費 650,000 382,516 △ 267,484 650,000
特 別 会 計 繰 入 0 0 0 3,562,155
予 備 費 10,377,111 0 △ 10,377,111 14,796,362

支出合計（D） 22,487,111 9,702,950 △ 12,784,161 30,938,517

繰　 越　 金 （ C ） － 　（ D ） 0 17,338,517 17,338,517 0

残　　　　高 現 金（ 事 務 局 ） 12,507
（2021.3.31） 現 金（ 事 務 所 ） 184,396

現 金（ 会 計 ） 104,909
普通預金（七十七） 6,832,086
郵便振込（泉南中山） 5,633,733
郵 便 振 込（ 宮 町 ） 5,570,886
未 払 金 △ 1,000,000
差 引 合 計 17,338,517
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昨

年

度

の

会

費

納

入

額

は

約

九
一
八
万
円
と
目
標
額
九
五
〇
万
円
に

届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
を
も
ち
ま
し
て
前
年
度
の
実

績
八
五
八
万
円
を
大
幅
に
上
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
目
標
額
達
成
に
向
け

ま
し
て
引
き
続
き
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
同
窓
会
は
『
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
』
と
共
に
『
母
校
の
発
展
に
寄
与
す

る
』
こ
と
を
目
的
と
し
て
、同
窓
会
報
・

北
陵
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
、
同
窓

会
総
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
合
同
新
年
懇

親
会
の
開
催
、全
国
各
支
部
と
の
交
流
、

北
陵
祭
で
の
ブ
ー
ス
の
開
設
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
み
同
窓

会
の
一
層
の
活
性
化
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
入
学
祝
い
品
・
卒
業
記
念

品
の
贈
呈
、
大
運
動
会
開
催
や
ク
ラ
ブ

活
動
に
対
す
る
助
成
を
行
い
、
在
校
生

が
母
校
に
誇
り
を
持
ち
、
文
武
一
道
を

目
指
す
こ
と
を
支
援
し
ま
す
。

［寄付のお願い］

　昨年度の会費納入実績は目標額に届かなかったも

のの、多額のご寄付のお陰で収入合計は前年を大幅

に上回る結果となりました。ご寄付をくださった会

員諸氏には深く感謝申し上げます。

　しかしながら、経常的な支出額が年会費を上回る

状況は今後も継続することが見込まれます。

　同窓会の活性化と母校支援を一層充実させるた

め、皆様に本活動の継続をご理解いただき、年会費

とあわせまして寄付のご協力を賜りたく存じます。

　引き続き皆様のご協力を謹んでお願い申し上げま

す。

［納入方法］

　会報に同封した払込取扱票をお使いください。ま

た下記の銀行口座にお振込みいただいても結構で

す。その際は振込手数料を差し引いていただき、振

込人名義に数字の１又は２から始まる７ケタの会員

番号 + お名前をご記入いただきますようお願い致し

ます。

［振込先］

◇七十七銀行　芭蕉の辻支店　普通口座

　口座番号　００９７８４５

　宮城県仙台第二高等学校　同窓会

　会長　大井　龍司

同窓会理事及び会務分担

部　門　及　び　会　務　内　容 担　当　理　事

会　　長 大井　龍司（高 10 回）

副 会 長（広報・活性化統括） 阿部　孝一（高 26 回）

副 会 長（総務及び北陵祭統括） 谷口　秀樹（高 27 回）

理　　事（同窓生データベース及び活性化担当） 鈴木　誠一（高 22 回）

理　　事（同窓生データベース統括） 山口　信也（高 23 回）

理　　事（活性化担当・同窓会旗統括） 宮内　昭穂（高 25 回）

理　　事（総務担当） 加藤　幹夫（高 26 回）

理　　事（会報担当） 千田　耕一（高 23 回）

理　　事（総務及び広報・活性化担当） 渡邉　博之（高 31 回）

理　　事（会報担当） 菊地　　徹（高 35 回）

理　　事（会報統括及び活性化担当） 遠藤　康浩（高 41 回）

理　　事（会報及び広報担当） 大張　慎悟（高 48 回）

会計理事（出納及び決算担当） 菅谷　俊貴（高 54 回）

会計監事 安藤　　裕（高 18 回）

会計監事 内藤　喜仁（高 44 回）

事務局長 横山　佳司（高 33 回）

事 務 局 佐々木恵理

　
こ
う
し
た
活
動
の
原
資
と
な
る
の

が
、
皆
様
か
ら
納
入
い
た
だ
い
て
い
る

同
窓
会
費
で
す
。
理
事
会
と
し
て
は
、

今
後
も
引
き
続
き
同
窓
会
の
活
性
化
に

取
り
組
む
所
存
で
す
の
で
、
多
く
の
皆

様
に
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。
身
近
の
会
員
相
互
に

お
声
が
け
を
い
た
だ
き
、
会
費
納
入
促

進
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

会

費

納

入

に

つ

い

て

会
費
納
入
の
お
願
い
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2020年度　同窓会費納入状況

回期
会報

発送数
口数 入金額

中 39 1 1 3,000

40 5 0 0

41 10 5 15,000

42 11 1 3,000

43 16 3 9,000

44 21 5 15,000

45 27 5 15,000

46 35 7 21,000

47 31 12 36,000

高１ 46 10 30,000

2 71 25 75,000

3 102 48 144,000

4 118 51 153,000

5 117 38 114,000

6 134 60 180,000

7 113 47 141,000

8 152 48 144,000

9 163 55 165,000

10 182 81 243,000

11 184 70 210,000

12 198 67 201,000

13 191 56 168,000

14 192 94 282,000

15 183 79 237,000

16 201 80 240,000

17 199 78 234,000

18 220 101 303,000

19 174 73 219,000

20 172 59 177,000

21 224 91 273,000

22 255 104 312,000

23 186 69 207,000

24 169 65 195,000

25 197 75 225,000

26 217 63 189,000

27 202 48 144,000

28 194 69 207,000

29 166 35 105,000

30 178 56 168,000

31 169 46 138,000

32 178 47 141,000

回期
会報

発送数
口数 入金額

33 189 49 147,000

34 174 40 120,000

35 188 39 117,000

36 173 37 111,000

37 177 34 102,000

38 172 29 87,000

39 180 34 102,000

40 211 35 105,000

41 210 20 60,000

42 197 15 45,000

43 173 22 66,000

44 166 19 57,000

45 200 17 51,000

46 193 31 93,000

47 203 23 69,000

48 198 16 48,000

49 196 18 54,000

50 175 14 42,000

51 179 14 42,000

52 171 11 33,000

53 182 12 36,000

54 202 15 45,000

55 178 17 51,000

56 191 8 24,000

57 198 8 24,000

58 189 17 51,000

59 202 15 45,000

60 208 22 66,000

61 210 17 51,000

62 206 16 48,000

63 224 21 63,000

64 220 15 45,000

65 270 34 102,000

66 249 33 99,000

67 258 29 87,000

68 290 39 117,000

69 271 31 93,000

70 273 48 144,000

71 297 50 150,000

72 316 65 195,000
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在籍生徒数 2021年４月１日 現在

普通科１学年８クラス（定員320名）

男子 女子 計

１学年 170 152 322

２学年 183 133 316

３学年 184 131 315

計 537 416 953

令
和
三
年
度

　
入
　
学
　
式

　
今
年
度
の
同
窓
会
入
会
式
は
、
昨
年

度
と
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
へ
の
対
応
と
し
て
中
止
し
ま
し

た
。

　
な
お
、
例
年
同
会
で
行
っ
て
い
る
諸

事
項
（
卒
業
記
念
品
・
同
窓
会
回
期
旗

の
贈
呈
、
評
議
員
・
常
任
委
員
の
委
嘱

な
ど
）、
各
種
資
料
の
配
布
（
同
窓
会

活
動
の
概
要
、
支
部
・
Ｏ
Ｂ
会
連
絡
先
、

同
窓
会
員
Ｄ
Ｂ
取
扱
規
約
な
ど
）等
は
、

事
務
局
長
の
取
り
計
ら
い
で
例
年
通
り

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
三
月
一
日
、
穏
や
か
な
春
の
日
ざ
し

の
も
と
、
73
回
生
の
卒
業
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、講
堂
に
は
、

卒
業
生
、
大
井
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

ご
来
賓
、そ
し
て
職
員
の
み
が
参
列
し
、

保
護
者
は
、
一
、
二
年
生
の
教
室
で
リ

モ
ー
ト
で
映
像
を
観
て
い
た
だ
く
形
の

式
と
な
り
ま
し
た
。

　
晴
れ
や
か
な
ス
ー
ツ
や
袴
、
晴
れ
着

な
ど
に
身
を
包
ん
だ
卒
業
生
た
ち
が
、

卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
、
後
藤
順
一
校

長
か
ら
、
一
年
間
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

苦
労
を
し
て
き
た
卒
業
生
へ
の
ね
ぎ
ら

い
と
今
後
へ
の
励
ま
し
と
期
待
を
込
め

た
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
大
井
会

令
和
二
年
度

　
第
73
回
卒
業
式

令
和
二
年
度

　
同
窓
会
入
会
式
（
中
止
）

同
窓
生
か
ら
の 

寄 

贈 

本 

の
ご
紹
介

●
『
史
料
が
語
る
ノ
モ
ン
ハ
ン
敗
戦
の
真
実
』 

阿
羅
　
健
一
（
高
14
回
）

●
『
対
談
・
吉
田
茂
と
い
う
反
省
』 

阿
羅
　
健
一
（
高
14
回
）

●
『
ル
ビ
振
り
國
恩
記
』 

菅
原
政
次
郎
（
高
19
回
）

●
『C

a
p
a
's life

：

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
パ
全
作
品
展

　
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
パ
／
［
撮
影
］』 

朴
木
　
俊
之
（
高
48
回
）

●
『M

a
g
n
u
m
 w

o
rld

：

マ
グ
ナ
ム
・
フ
ォ
ト
創
設
50
周
年
記
念
写
真
展
』

 

朴
木
　
俊
之
（
高
48
回
）

●
『
ピ
ュ
リ
ツ
ァ
ー
賞
写
真
展：

20
世
紀
の
証
言
』

 

朴
木
　
俊
之
（
高
48
回
）

長
か
ら
の
祝
辞
で
は
、
同
窓
生
と
な
る

卒
業
生
に
対
す
る
お
祝
い
の
言
葉
、
そ

し
て
、
指
導
力
、
説
得
力
、
何
よ
り
も

強
い
責
任
感
を
資
質
と
し
て
備
え
た
、

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
式
の
あ
と
、
卒
業
生
た
ち
は
、
応
援

団
に
リ
ー
ド
さ
れ
、
グ
ラ
ン
ド
に
集
ま

る
と
、
式
で
は
歌
う
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
、
雨
か
嵐
か
、
そ
し
て
勝
利
の

歌
を
、
力
強
く
歌
う
姿
に
、
保
護
者
、

そ
し
て
、
職
員
の
中
に
は
、
感
極
ま
る

方
々
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
す
べ
て
が
終
了
し
た
後
、
白
学
ラ
ン

姿
の
応
援
団
四
名
が
職
員
室
を
訪
れ
、

職
員
に
対
し
こ
れ
ま
で
の
活
動
へ
の
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
、
颯
爽
と
二
高
を
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
入
学
式
も
、
昨
年
同
様
に

C
O
V
ID

-19

の
感
染
防
止
対
策
を
行

い
な
が
ら
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
新

入
生
と
教
職
員
だ
け
が
講
堂
で
式
を
行

い
、
保
護
者
の
方
々
に
は
リ
モ
ー
ト
で

の
対
応
を
お
願
い
し
、
別
教
室
（
一
教

室
に
二
十
名
程
度
）
に
ご
参
集
い
た
だ

き
、
ラ
イ
ブ
配
信
で
入
学
式
の
映
像
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
桜
が
咲
き
誇
る
中
、新
教
頭
、

山
田
賢
一
先
生
の
開
式
の
辞
に
よ
り
式

が
始
ま
り
、
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
国
歌
演
奏
、

そ
し
て
、
各
ク
ラ
ス
担
任
に
よ
り
新
入

生
の
呼
名
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
別
教
室

で
は
、
保
護
者
の
方
々
が
ラ
イ
ブ
配
信

で
生
徒
一
人
一
人
の
様
子
を
確
認
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
後
藤
校
長
の
式
辞
に
は
、「
未
見
の

我
を
発
見
せ
よ
。
敬
愛
切
磋
の
中
で
、

今
ま
で
と
は
違
う
自
分
を
見
出
し
、
新

た
な
自
己
実
現
を
果
た
し
て
ほ
し
い
。」

と
い
う
新
入
生
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
。
新
入
生
代
表
生
徒
に

よ
る
宣
誓
で
は
、
二
高
生
と
し
て
の
誓

い
が
力
強
い
言
葉
で
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
く
、
大
井
同
窓
会
長
に
よ
る
祝
辞

で
は
、「
同
級
生
と
の
切
磋
琢
磨
の
中

で
、
素
養
を
磨
き
、
み
な
さ
ん
の
労
力

と
知
恵
で
、
仙
台
二
高
の
伝
統
を
さ
ら

に
積
み
上
げ
て
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

C
O
V
ID

-19

や
変
異
種
を
克
服
し
、
三

年
後
に
素
晴
ら
し
い
成
長
を
遂
げ
て
、

仙
台
二
高
同
窓
生
の
一
員
と
な
っ
て
ほ

◆
定
期
戦
祝
勝
会

◆
二
高

・
一
高
同
窓
会

ゴ
ル
フ
対
抗
戦

　
こ
れ
ら
の
行
事
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
禍
の
た
め
に
今
年
度
は
中
止

に
な
り
ま
し
た
。

◆
北
陵
会

・
北
杜
会
の
記
録

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
禍
の
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

し
い
。」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
合
唱
部
に
よ
る
Ｃ
Ｄ
で
の

校
歌
披
露
が
あ
り
、式
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
入
学
者
総
数
は
三
二
二

名
（
男
子
一
七
〇
名  

女
子
一
五
二
名
）

で
す
。同

窓
会
事
務
局
長
　
横
山
　
佳
司
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定
　
期
　
戦

　
新
型
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
防
止
法
の
適
用

で
、
五
月
八
日
（
土
）
の
予
定
日
に
開

催
さ
れ
な
か
っ
た
硬
式
野
球
定
期
戦

は
、
日
を
改
め
て
六
月
一
日
（
火
）
楽

天
生
命
パ
ー
ク
宮
城
で
開
催
さ
れ
る
運

び
と
な
っ
た
。

　
残
念
な
が
ら
、
Ｏ
Ｂ
含
め
一
般
の
人

の
観
戦
は
で
き
ず
、「
在
校
生
・
教
職

員
及
び
野
球
部
と
応
援
団
の
保
護
者
」

の
み
の
応
援
と
な
っ
た
が
、
中
止
で
は

な
く
、
正
式
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
喜

び
た
い
。

　
現
在
32
勝
32
敗
９
引
き
分
け
の
５
分

で
あ
る
。新
入
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

二
年
生
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
定
期
戦

な
の
で
「
雨
か
嵐
か
」
を
大
い
に
歌
い
、

選
手
と
応
援
一
丸
と
な
っ
て
勝
利
を
勝

ち
取
り
、
勝
ち
越
す
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
頑
張
れ
在
校
生
!!

千
田
　
耕
一
（
高
23
回
）
記

　
五
月
十
五
日
土
曜
日
に
三
部
定
期
戦

と
送
球
定
期
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
通
り
で
す
。

　
ど
の
競
技
に
も
選
手
た
ち
の
大
奮
闘

す
る
輝
か
し
い
姿
が
見
ら
れ
、
会
場
は

大
い
に
沸
き
ま
し
た
。

３部定期戦及び送球定期戦　結果

男子バスケットボール  二高　58－70　一高  ＜惜敗＞

女子バスケットボール  二高　18－33　一高  ＜惜敗＞

男子バレーボール  二高　２－３　一高  ＜惜敗＞

女子バレーボール  二高　０－２　一高  ＜惜敗＞

柔道  二高　１－２　一高  ＜惜敗＞

ハンドボール  二高　22－18　一高  ＜勝利＞

（会場：一高）試 合 結 果

硬
式
野
球
定
期
戦
は
、

毎
年
五
月
の
第
二
土
曜
日
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

2021年度  同窓会総会のご案内

１．日　時：2021年７月３日（土）　総　　会：15時00分（受付開始は14時30分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　※懇親会はございません　　※特別講演は未定

２．場　所：江陽グランドホテル＜地下鉄南北線広瀬通駅下車　西１番出口徒歩０分＞

３．会費はございません

４．申込締切：６月19日（土）

　　★出席申込は、下記の申込先へ電話、ＦＡＸまたはＥメールでお願いします。

５．申込先：〒980－8631　仙台市青葉区川内澱橋通１

　　　　　　仙台二高同窓会事務局　（月・水・金　10：00～15：00）

　　　　　　ＴＥＬ　022－221－5651　

　　　　　　ＦＡＸ　022－221－5686

　　　　　　Ｅメール　info@sendainiko-dousoukai.com

６．当番回期：高32・33・44・45・56・57回

　　上記回期の方々は、評議員・常任委員を中心に

　　ご協力をお願いいたします。

７．関連企画

　　☆特別講演　　　（検討中）

　　☆母校内ツアー　（中止）

☆ＰＴＡ・同窓会
合同新年懇親会のご案内☆　

2022年１月21日（金）18時

会場は例年通り、

江陽グランドホテルで調整中です。

　
五
月
十
五
日
土
曜
日
に
三
部
定
期
戦
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過去３年間の大学入試合格状況

（　　　）内は現役内数

年度別

大学

R３年３月 R２年３月 R１年３月

合格者数 合格者数 合格者数

国 立 大 学 232  (149) 238  (141) 236  (135)

公 立 大 学 9 (7) 24  (16) 21  (10)

私 立 大 学 391  (164) 436  (139) 427  (124)

大学校・専修・その他の学校 3  (3) 9  (6) 4  (1)

総　　　計 635  (323) 707  (302) 688  (270)

国
　
　
立
　
　
大
　
　
学

旭 川 医 大 1 

北 海 道 大 7 (5) 10  (7) 6  (4)

弘 前 大 5 (2) 6  (4) 2  (1)

岩 手 大 5 (4) 4  (3) 6  (5)

東
　
北
　
大

文 4 (3) 7  (7) 8  (6)

法 6  (4) 10  (6) 7  (5)

経済 6 (6) 7  (6) 7  (6)

教育 3 (1) 2  (2) 1 

理 6  (2) 6  (4) 9  (5)

工 31  (25) 27  (19) 28  (22)

医
医 14  (12) 12  (8) 17  (9)

保 11  (6) 10  (5) 8  (4)

歯 4  (2) 5  (1) 5  (1)

薬 5  (3) 2  (1) 1 

農 6  (5) 8  (5) 7  (4)

東北大小計 96 (64) 96  (64) 98  (62)

宮城教育大 8 (4) 9  (8) 9  (4)

秋 田 大 4 (4) 4  8  (6)

山 形 大 27  (16) 26  (9) 31  (22)

福 島 大 2 (2) 1 

茨 城 大 1 (1) 4  (2) 1 

筑 波 大 6 (5) 2  (1) 2  (1)

宇 都 宮 大 1 (1) 1  (1)

群 馬 大 1 (1) 1 

埼 玉 大 4 (2) 4  (1) 2 

千 葉 大 6 (3) 7  (3) 4 

東京海洋大 1 (1) 1 

お茶の水女子大 2 (2)

電気通信大 2  4 

東
　
京
　
大

文Ⅰ 1 

文Ⅱ 2 (1) 1  (1) 3  (1)

文Ⅲ 1  3  (3) 7  (5)

理Ⅰ 7 (６) 5  (2) 4  (2)

理Ⅱ 3 (２) 3  (1) 2  (1)

理Ⅲ

東京大小計 13 (９) 12  (7) 17  (9)

東京医歯大 2 (2) 1 

東京外語大 3 (２) 4  (3) 1 

東京学芸大 2 (2) 1  (1) 1  (1)

東京藝術大 1 (1)

東京工業大 3 (1) 2  (1) 5  (2)

東京農工大 2  3  (1) 3  (1)

一 橋 大 1 (１) 7  (5) 3  (3)

横浜国立大 1 (１) 3  (1) 4  (1)

新 潟 大 9 (４) 9  (5) 9  (3)

富 山 大 2  1  (1)

金 沢 大 2 (2)

山 梨 大 1 

信 州 大 1 

静 岡 大 2 (1)

愛知教育大

名 古 屋 大 1 (1) 2  (2) 1 

滋 賀 医 大 1 

京 都 大 11 (2) 7  (5) 10  (8)

大 阪 大 1  6  (2) 2  (1)

神 戸 大

九 州 大 2 (1) 1 

長 崎 大 1 (1)

大 分 大 1 

国立大学合計 232  (149) 238  (137) 236  (135)

年度別

大学

R３年３月 R２年３月 R１年３月

合格者数 合格者数 合格者数

公
　
　
立
　
　
大
　
　
学

青森公立大 1 

岩手県立大 1 

宮 城 大 2 (1) 5  (2) 2  (1)

国際教養大 2 (2) 1  (1) 1  (1)

会 津 大 1 (1)

福島県医科大 3 (2) 4  (2) 9  (3)

高崎経済大 2 (2) 2 

埼玉県立大 1 (1)

東京都立大 2 (2) 3  (2)

横浜市立大 1 (1)

新潟県立大 1 (1)

都留文科大 1 (1) 1  (1)

長 野 大 2 (1)

静岡県立大 1 (1)

名古屋市立大 1 

京都府立大 1 (1)

大阪市立大 1 (1)

大阪府立大 1 (1)

兵庫県立大学 1 (1)

公立大学合計 9 (7) 24  (16) 21  (10)

国公立大学合計 241  (156) 262  (157) 257  (145)

私
　
　
立
　
　
大
　
　
学

北海道科学大 2

酪農学園大 1 (1) 3 

岩手医科大 3 (1) 5  10  (3)

仙台白百合女子大 1  (1)

東北学院大 17 (10) 24  (7) 21  (9)

東北工業大 1 (1) 1  (1) 1 

東北福祉大 3 (1) 6  (4)

東北医科薬科大 25  (9) 37  (11) 37  (12)

東北文化学園大 1 

宮城学院女子大 (1) 1  (1)

東北芸術工科大 (2) 2  (2)

奥 羽 大 2 

国際医療福祉大 2  1  3  (1)

自治医科大 2 (1) 2  4  (1)

獨協医科大 5  3 

埼 玉 医 大 1  1 

城 西 大 1 

日 本 工 大 1 

神田外語大 2 

千 葉 工 大 5  2  1 

千 葉 商 大 1 

青山学院大 12 (6) 8  (3) 7  (5)

大妻女子大 1  1 

学 習 院 大 1 

学習院女子大

北 里 大 2  1  (1) 3  (1)

共立女子大 2 

杏 林 大 1 

慶應義塾大 16 (6) 11  (7) 26  (12)

工 学 院 大 1  10  (2) 2 

國 學 院 大 2 (2) 1  1  (1)

国際基督教大 1 

駒 澤 大 4 (4) 4  (1) 7  (2)

実践女子大 1  1 

芝 浦 工 大 9  20  (2) 39  (5)

順 天 堂 大 1  1  3  (1)

上 智 大 7 (3) 3  (1) 1 

昭 和 大 3 (1)

昭和女子大 2 (1) 1  (1)

成 蹊 大 4 (3) 3 

成 城 大 1 (1)

聖路加国際大 2 

専 修 大 1  3 

多 摩 大 1 

年度別

大学

R３年３月 R２年３月 R１年３月

合格者数 合格者数 合格者数

私
　
　
立
　
　
大
　
　
学

多摩美術大 5 (4)

玉 川 大 1 

中 央 大 49 (29) 50  (17) 39  (16)

津 田 塾 大 6 (5) 6  (2) 1 

帝 京 大 2  1  (1)

東 海 大 4 (2) 1 

東京家政大 1  1  (1)

東京経済大 1 (1)

東京工芸大 2 (2)

東京慈恵会医大 1 (1)

東京女子大 3 (2)

東京女子医科大 2  1 1

東京電機大 1 (1)

東京都市大 1 6

東京農業大 4 (1) 5 10 (3)

東京薬科大 1  1 (1)

東京理科大 41 (15) 40 (9) 50 (9)

東 邦 大 1 

東 洋 大 8 (3) 10 (3) 5 (1)

日 本 大 10  (2) 10 (2) 5

日本医科大 2

日本獣医生命大 2 (2)

日本女子大 1 (1) 1 4 (1)

法 政 大 32  (12) 20 (2) 13 (4)

星 薬 大 1

東京都市大 1 (1)

武蔵野美術大 2 (2)

明 治 大 34  (8) 45 (20) 26 (11)

明治学院大 5 (4) 3 (1) 3 (1)

明 治 薬 大 1 (1) 1

立 教 大 5 (2) 5 (1) 6 (1)

早 稲 田 大 20 (13) 27 (14) 29 (10)

デジハリ大 1 (1)

神 奈 川 大 1  2 (1)

新潟医療福祉大 2

金 沢 医 大 1

愛知学院大 1

豊 田 工 大 1  1 (1) 1

藤 田 医 大 1

同 志 社 大 7 (3) 7 (1) 4 (1)

同志社女子大 2 (2)

立 命 館 大 12 (6) 9 15 (2)

龍 谷 大 1 (1) 1 (1)

大阪電気通信大 1 (1)

関西外語大 2 

関 西 大 2 (1) 2

関 西 医 大 1

関西学院大 4 (1) 2 (2) 1

近 畿 大 2  3 (3)

久 留 米 大 1 

倉敷芸術科学大 1

産 業 医 大 (1) 1 (1)

西南学院大 1

東京国際工科大学院大 1

私立大学合計 391  (164) 436  (139) 420  (124)

大
学
校

防衛大学校 2 (1) 1 1

防衛医科大 2 1

航空保安大学校 1

大学校合計 2 3 3

そ
の
他

大学・短大・専門 2 (2) 6 (6) 1 (1)

その他合計 1 (1) 6 (6) 1 (1)
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部活動の記録／運動部成績

部　名 活動実績（大会名・実績・選手名）

硬 式 野 球 部

令和２年東北地区高等学校野球宮城大会（7/11～8/1）

　２回戦　仙台二５－６仙台

第73回秋季東北地区高等学校野球宮城県大会（8/29～9/27）

　１回戦　仙台二15－０加美農業

　２回戦　仙台二３－10仙台城南

軟 式 野 球 部

令和２年東北地区高等学校軟式野球宮城大会

（2019/7/23～8/2）

　２回戦　仙台二１－３仙台

第32回秋季東北地区高等学校軟式野球宮城県大会　第60回宮

城県高等学校軟式野球秋季大会（2019/10/6～2019/10/13）

　１回戦　仙台二８－２泉

　２回戦　仙台二２－３仙台一高

サ ッ カ ー 部

第99回全国高校サッカー選手権大会宮城県予選

（10/13～10/24）

　１回戦　仙台二６－０中新田

　２回戦　仙台二３－１迫桜

　３回戦　仙台二０－９聖和学園　ベスト32

宮城県高等学校新人大会サッカー競技（11/10～11/15）

　２回戦　仙台二３－０角田

　３回戦　仙台二１－０多賀城

　４回戦　仙台二０－４東北学院　ベスト16

ラ グ ビ ー 部

第100回全国高等学校ラグビーフットボール大会宮城県予選

（9/2 ～ 10/25）

　１回戦

　合同チーム （仙台二・仙台南・仙台東・古川工）  12－12仙台工

　※抽選により１回戦敗退

陸 上 競 技 部

令和２年度宮城県高等学校陸上競技大会代替大会（8/9～8/12）

　男子5000mW  第４位　虎岩悠太

　女子４×100mR  第６位（小野、但木、内田、菊地）

　男子４×100mR  第７位（山本、伊藤、錦戸、柏谷）

　男子４×400mR  第７位（石塚、奥崎、陳、梶谷）

　女子走幅跳  第７位　中島美咲

　男子400mH  第８位　酒谷泰生

　男子三段跳  第８位　堀越鉄平

宮城県陸上競技選手権大会（8/22 ～ 8/23）

　男子 4× 400mR  第 7 位（酒谷、伊藤、福島、赤木）

　女子 200m  第 8 位　菊地志乃

　女子 4× 400mR  第 8 位（森山、内田、鳥海、桑原）

令和 2年度宮城県高等学校新人陸上競技大会（9/11 ～ 9/14）

　男子 400mH  第 1 位　酒谷泰生

　男子三段跳  第 5 位　堀越鉄平

　男子 4× 400mR  第 5 位（伊藤、錦戸、福島、酒谷）

　女子三段跳  第 5 位　小野舞奈香

　男子走幅跳  第 6 位　堀越鉄平

　男子 4× 100mR  第 6 位（山本、伊藤、錦戸、赤木）

　女子 4× 100mR  第 6 位（小野、但木、内田、菊地）

　女子 200m  第 7 位　菊地志乃

令和 2年度東北高等学校新人陸上競技大会（10/2）

　男子 400mH　出場　酒谷泰生

令和 2年度宮城県高等学校駅伝競走大会（10/17）

　男子　第 12 位

ハ ン ド
ボ ー ル 部

第76回国民体育大会ハンドボール競技少年の部宮城県第１次

予選会　兼　第69回宮城県高等学校総合体育大会ハンドボー

ル競技代替大会（7/23～7/25）

　１回戦　仙台二15－14仙台向山

　２回戦　仙台二12－29古川工業

令和２年度　第46回仙台市民総合体育大会ハンドボール競技（8/8）

　決勝トーナメント　仙台二５－９泉館山

　敗者戦　仙台二９－13仙台育英　

令和２年度　宮城県高等学校ハンドボール競技新人大会 第

44回全国高等学校選抜大会宮城県第１次予選（11/5～11/7）

　１回戦　仙台二25－14仙台

　２回戦　仙台二20－26仙台南

バ ス ケ ッ ト
ボ ー ル 部

第42回宮城県高等学校バスケットボール選手権大会予選

（8/17～8/20）

　男子　１回戦　仙台二 78 － 52 塩釜

　　　　２回戦　仙台二 90 － 44 角田

　　　　３回戦　仙台二 73 － 33 富谷

（ブロック優勝→本大会出場決定）

　女子　１回戦　仙台二 57 － 80 仙台三桜

部　名 活動実績（大会名・実績・選手名）

バ ス ケ ッ ト
ボ ー ル 部

第42回宮城県高等学校バスケットボール選手権大会

（10/16 ～ 10/18）

　男子　１回戦　仙台二70－92聖和学園（県ベスト16）

令和２年度宮城県高等学校新人バスケットボール大会仙塩地

区予選（10/24～11/4）

　女子　１次リーグ

仙台二36－61仙台一、仙台二55－48仙台二華（リー

グ 2位で代表決定トーナメントへ）、代表決定トーナ

メント　仙台二 77 － 56 榴ヶ岡（県大会出場決定）

　男子　１次リーグ

仙台二 104 － 42 仙台工業、仙台二 106 － 67 尚絅（県

大会出場決定、リーグ１位でシード決定トーナメン

トへ）

シード決定トーナメント

①　仙台二 68 － 54 生活文化大

②　仙台二 57 － 88 東北

③　仙台二 46 － 72 東北学院　（仙塩地区ベスト 8）

バ レ ー
ボ ー ル 部

宮城県高等学校バレーボール交流試合2020（高校総体代替試合）

（7/25）

　男子　仙台二２－０富谷　　仙台二２－１仙台東

　女子　仙台二０－２仙台　　仙台二２－１宮城広瀬

　　　　仙台二２－１松島

第73回全日本バレーボール高等学校選手権大会　宮城県代表決

定戦　兼　第43回仙台放送杯争奪宮城県大会　一次予選会

（9/13）

　男子　２回戦　仙台二０－２東北生文大高

　女子　１回戦　仙台二０－２仙台大明成

令和２年度仙台市民総体バレーボール競技　高等学校の部

（11/7 ～ 11/8）

　男子　予選リーグ戦　仙台二２－０仙台東

　　　　　　　　　　　仙台二１－２仙台育英

　　　　　　　　　　　仙台二２－０富谷

予選リーグ第２位

　　　　決勝トーナメント戦　１回戦　仙台二０－２仙台一

　女子　予選リーグ戦　仙台二０－２常盤木学園

　　　　　　　　　　　仙台二０－２仙台育英

　　　　　　　　　　　仙台二２－０宮城広瀬 

予選リーグ第３位

バドミントン部

宮城県ジュニアバドミントン選手権大会（新人大会１次予選

会）（7/29～7/31）

　男子　ダブルス　木村・正岡組　４回戦進出（ベスト64）

宮城県高校総体バドミントン競技代替大会（8/8～8/11）

　男子　１回戦　仙台二１－２学院榴ケ岡

　女子　１回戦　仙台二２－１築館

　　　　２回戦　仙台二０－３仙台一

新人大会個人対抗戦（10/26～10/27）

　男子　ダブルス　木村・正岡組　ベスト32（シード権獲得）

　　　　　　　　　滝沢・佐藤組　２回戦敗退

　　　　シングルス　正岡鴻　３回戦進出（ベスト64）

　女子　ダブルス　　伊藤・若生組　３回戦敗退

　　　　シングルス　若生　初戦敗退

新人大会学校対抗戦（11/6～11/8）

　男子　１回戦　仙台二１－３仙台工業

　女子　２回戦　仙台二０－３名取北

テ ニ ス 部

宮城県高等学校テニス選手権大会（県高校総体代替大会）

　女子団体　第３位（山下美侑・伊東怜菜・郡山七奈・

　　　　　　　　　　福田みちる・宮城明日香）

　女子シングルス　ベスト８　山下美侑

　男子団体　ベスト16（井上竜之介・川田歩輝・佐藤央進・

　　　　　　　　　　　菅野了寛・寺澤俊太）

宮城県高等学校新人戦テニス競技

　女子団体　ベスト８（伊東怜菜・郡山七奈・福田みちる・

　　　　　　　　　　　宮城明日香・齋藤若菜・菅原彩乃・

　　　　　　　　　　　熊谷真裕菜・小林彩花）

　女子シングルス　ベスト８　伊東怜菜

　　　　　　　　　ベスト16　郡山七奈

　女子ダブルス　　ベスト８　伊東怜菜・郡山七奈

　男子団体　ベスト８（井上竜之介・川田歩輝・佐藤央進・

　　　　　　　　　　　菅野了寛・近藤那音・千葉夏輝・

　　　　　　　　　　　寺澤俊太・村上尚之・藤原友弥）
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部　名 活動実績（大会名・実績・選手名）

テ ニ ス 部

　男子シングルス　ベスト32　佐藤央進

　男子ダブルス　　ベスト８　井上竜之介・川田歩輝

　　　　　　　　　　　　　　佐藤央進・菅野了寛

宮城県民大会ジュニアテニス競技

　男子シングルス　ベスト16　井上竜之介

　　　　　　　　　ベスト32　川田歩輝　佐藤央進

　　　　　　　　　　　　　　菅野了寛　村上尚之

　女子シングルス　ベスト32　伊東怜菜

冬季ジュニアテニス選手権大会

　男子シングルス　ベスト32　佐藤央進

　女子シングルス　ベスト16　伊東怜菜

　男子ダブルス　　ベスト16　井上竜之介・川田歩輝

　　　　　　　　　ベスト32　佐藤央進・菅野了寛

ソフトテニス部

宮城県高等学校総合体育大会ソフトテニス競技代替大会（7/23）

　予選リーグ　仙台二 1－②明成Ｂ

　　　　　　　仙台二 0－③ウルスラ　予選リーグ３位

　３位トーナメント　仙台二 1－②富谷

第24回宮城県高等学校ソフトテニス夏季大会（8/22～8/29）

　男子個人　那須野・菅沢　３回戦敗退、ベスト64 

　　　　　　君塚・野上　　２回戦敗退

　　　　　　黒谷・髙山　　１回戦敗退

　　　　　　畠山・浜崎　　１回戦敗退

令和２年度宮城県高等学校ソフトテニス新人大会仙塩地区予

選会（10/20～10/21） 

　男子個人　那須野・野上、黒谷・髙山　県大会出場 

　　　　　　君塚・野上、畠山・浜崎、藤田・近藤、

　　　　　　木村・斉藤、予選敗退

令和２年度宮城県高等学校総合体育大会ソフトテニス競技代

替大会仙塩・県北地区大会（7/23～7/24） 

　女子団体　予選リーグ１位通過 

　　 同 　　決勝トーナメント１回戦　仙台二④－１仙台南 

　　 同 　　決勝トーナメント２回戦　仙台二０－④東北、

２回戦敗退　ベスト８

第24回宮城県高等学校ソフトテニス夏季大会（8/22～8/29）

　女子個人　海野・三浦　５回戦敗退、ベスト 16 

　　　　　　今野・桑原　４回戦敗退、ベスト 32 

　　　　　　菊地・上野　２回戦敗退

　　　　　　相原・宮田　1回戦敗退

令和２年度宮城県高等学校ソフトテニス新人大会仙塩地区予

選会（10/20～10/21）

　女子個人　今野・桑原　４回戦敗退、ベスト 32 

　　　　　　菊地・上野　２回戦敗退

　　　　　　相原・宮田　２回戦敗退

令和２年度宮城県高等学校ソフトテニス新人大会

（11/5～11/7）

　男子団体　２回戦　仙台二②－１築館

　　　　　　３回戦　仙台二１－②石巻北　３回戦敗退 

　男子個人　那須野・菅沢、黒谷・髙山　２回戦敗退

令和２年度宮城県高等学校ソフトテニス新人大会

（11/5～11/7）

　女子個人　海野・三浦　４回戦敗退、ベスト16、

県インドア大会出場権獲得

　　　　　　今野・桑原　２回戦敗退 

　女子団体　２回戦　仙台二②－０宮城広瀬 

　　　　　　３回戦　仙台二②－１石巻好文館 

　　　　　　４回戦　仙台二②－１佐沼 

　　　　　　準決勝　仙台二０－②東北、準決勝敗退

第３位、県インドア大会出場権獲得

令和２年度宮城県高等学校ソフトテニスインドア大会

（12/23～25）

　女子個人　予選リーグ

　　　　　　海野・三浦　０勝２敗　予選リーグ敗退

　女子団体　予選リーグ

　　　　　　仙台二１－②仙台三桜

　　　　　　仙台二②－１古川学園　予選リーグ１勝１敗

水 泳 部
（ 水 　 球 ）

第69回宮城県高等学校総合体育大会代替大会（8/9）

　仙台第二１－ 16 柴田

令和２年度宮城県高等学校新人大会（水球）競技大会（10/25）

　仙台第二３－ 16 柴田　

水 泳 部
（ 競 　 泳 ）

第69回宮城県高等学校総合体育大会水泳競技大会代替大会

（8/8～8/10）

　女子50mバタフライ  阿部里彩①　決勝第９位 

　女子800m自由形  小嶌聡子①　決勝第６位

部　名 活動実績（大会名・実績・選手名）

水 泳 部
（ 競 　 泳 ）

　男子４×200mフリーリレー  岩間隆太①　金山　慎①

　  芳賀俊友②　東凌太郎②

決勝第６位

　男子200mバタフライ  東凌太郎②　決勝第７位 

　男子200m背泳ぎ  岩間隆太①　決勝第１位 

　男子４×100mメドレーリレー 川口陽大③　東凌太郎②

　  一条悠人③　佐藤諒弥③

　決勝進出

　女子400m個人メドレー  阿部未梨①　決勝第１位　

　男子400m個人メドレー  金山　慎①　決勝第６位 

　女子200m平泳ぎ  阿部未梨①　決勝第１位 

　女子400m自由形  小嶌聡子①　決勝第９位 

　男子200m個人メドレー  金山　慎①　決勝第９位 

　男子200m個人メドレー  東凌太郎②　決勝第10位 

　男子100m背泳ぎ  岩間隆太①　決勝第３位 

　女子４×100mフリーリレー  阿部未梨①　石塚未希子②

  阿部里彩①　小嶌聡子①

決勝第５位

　男子４×100mフリーリレー  佐藤諒弥③　東凌太郎②

  金山　慎①　岩間隆太①

決勝進出

令和２年度宮城県高等学校新人大会水泳競技大会（9/3～9/5） 

　女子800m自由形  小嶌聡子①　決勝第５位 

　女子400m個人メドレー個人  阿部未梨①　決勝第１位

東北大会出場

　男子400m個人メドレー  金山　慎①　決勝第６位 

　男子200mバタフライ  東凌太郎②　決勝第６位 

　男子200m背泳ぎ  岩間隆太①　決勝第４位

東北大会出場

　女子200m平泳ぎ  阿部未梨①　決勝第２位

東北大会出場

　男子200m個人メドレー  金山　慎①　決勝第４位

東北大会出場

　男子100mバタフライ  東凌太郎②　決勝第６位 

　男子100m背泳ぎ  岩間隆太①　決勝第４位

東北大会出場

　男子４×200mフリーリレー  岩間隆太①　上原伊入①

  金山　慎①　東凌太郎②

　決勝第７位

　男子４×100mメドレーリレー 岩間隆太①　金山　慎①

  東凌太郎②　芳賀俊友②

　決勝第４位　東北大会出場

　女子４×100mフリーリレー  阿部未梨①　石塚未希子②

  小嶌聡子①　阿部里彩①

決勝第５位

　男子４×100mフリーリレー  岩間隆太①　上原伊入①

  金山　慎①　東凌太郎②

　決勝第６位

　学校対抗  男子第４位　女子第７位

第28回東北高等学校新人水泳競技大会（10/23～10/24） 

　女子400m個人メドレー  阿部未梨①　決勝第６位 

　女子200m平泳ぎ  阿部未梨①　決勝第９位 

　男子200m背泳ぎ  岩間隆太①　決勝第４位 

　男子200m個人メドレー  金山　慎①　決勝第16位 

　男子100m背泳ぎ  岩間隆太①　決勝第４位 

　男子４×100mメドレーリレー 岩間隆太①　金山　慎①

  東凌太郎②　芳賀俊友②

決勝第12位

卓 球 部

宮城県高等学校卓球選手権大会仙塩ブロック大会（県総体代

替大会）（8/2～8/2） 

　男子シングルス　小杉③　予選リーグ敗退

全日本卓球選手権大会ジュニアの部仙塩地区予選会

（8/6～8/6）

　女子シングルス　稲葉②佐々木光②境①　県大会出場

全日本卓球選手権大会ジュニアの部仙塩地区予選会

（8/7～8/7）

　男子シングルス　石森②藤倉②木村②内田②佐藤純②

　　　　　　　　　薄木①　県大会出場

全日本卓球選手権大会ジュニアの部宮城県予選会（9/5～9/5）

　女子シングルス　稲葉②佐々木光②境①　２回戦敗退

全日本卓球選手権大会ジュニアの部宮城県予選会（9/6～9/6） 

　男子シングルス　石森②　４回戦敗退　県ベスト32 

　　　　　　　　　木村②薄木①　３回戦敗退
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卓 球 部

　　　　　　　　　内田②　２回戦敗退

　　　　　　　　　藤倉②佐藤純②　１回戦敗退

宮城県高等学校新人卓球大会仙塩地区予選会（10/14～10/18） 

　男子学校対抗

　予選トーナメント　１回戦　仙台二３－０向山

　　　　　　　　　　２回戦　仙台二３－０泉館山

県大会出場

　決勝トーナメント　２回戦　仙台二０－３東北学院

　　　　　　　　　　５－６位決定戦　仙台二３－０仙台一　 

　女子学校対抗

　予選トーナメント　２回戦　仙台二２－３常盤木　 

　第１次敗者復活戦　１回戦　仙台二２－３塩釜

　第２次敗者復活戦　３回戦　仙台二３－１泉松陵

県大会出場決定

　男子シングルス　石森②内田②木村②藤倉②佐藤純②

　　　　　　　　　阿部快①薄木①　県大会出場決定 

　女子シングルス　境①　県大会出場決定

宮城県高等学校新人卓球大会（11/4～11/7） 

　男子学校対抗　２回戦　仙台二３－２泉館山

　　　　　　　　３回戦　仙台二３－１仙台工業

　　　　　　　　４回戦　仙台二０－３古川学園 県ベスト８　 

　女子学校対抗　１回戦　仙台二０－３常盤木　 

　男子シングルス　石森②薄木①　３回戦敗退

　　　　　　　　　藤倉②内田②　２回戦敗退 

　　　　　　　　　木村②佐藤純②阿部快①　１回戦敗退 

　女子シングルス　境①　２回戦敗退

フェンシング部

第44回全国高等学校選抜フェンシング大会（3/20～3/22） 

　学校対抗女子フルーレ、学校対抗女子エペ（大会中止）

令和２年度宮城県民体育大会フェンシング競技（8/15～8/16）

　女子ジュニア　第２位　小山穂依

令和２年度仙台市民総合体育大会フェンシング競技

（10/10～10/10）

　女子シニア　　第７位　鈴木百音、同第８位　大和田共笑

　女子ジュニア　第５位　飛世茉帆、同第６位　小山穂依

令和２年度宮城県高等学校新人大会フェンシング競技

（10/29～10/31）

　学校対抗女子フルーレ

　第３位（大和田共笑、角谷優莉、鈴木百音、飛世茉帆、

　　　　　新原稀乃佳）

令和２年度第45回全国高等学校選抜大会県予選

　女子フルーレ（大和田、角谷、飛世、新原）

　１回戦　19－V45仙台一

　女子エペ（大和田、今本、新原）

　第３位　22－V45仙台南

　女子サーブル（角谷、小山、飛世）

　第３位　44－V45仙台三

令和２年度宮城県フェンシング選抜選手権大会

　女子エペ　第３位　大和田共笑

剣 道 部

宮城県高体連仙塩支部錬成剣道大会（9/5） 

　男子団体戦　１回戦　対仙台三１－２ 

　女子団体戦　２回戦　対仙台・宮城一合同３－０

　　　　　　　３回戦　対県工・多賀城合同４－１ 

　　　　　　　準決勝　対尚絅１－１本数勝

　　　　　　　決　勝　対ドミニコ０－４　第２位　

宮城県高等学校剣道新人大会（11/12～11/14） 

　男子個人　西村　３回戦敗退　　両角　３回戦敗退 

　女子個人　上野　１回戦敗退　　箱島　４回戦敗退

ベスト16

　男子団体　対東北２－１勝　対岩ヶ崎０－３負

予選リーグ敗退

　女子団体　対佐沼０－３負　対生文大０－５負

予選リーグ敗退　

柔 道 部

第69回宮城県高等学校総合体育大会柔道競技代替大会

（8/9～8/9）

　男子60kg級　第３位　安達秀太郎

第70回宮城県高等学校柔道新人大会兼第43回全国高等学校柔

道選手権大会宮城県一次予選大会（10/24～10/25） 

　男子60kg級　優　勝　安達秀太郎

　女子48kg級　第３位　福島優花

弓 道 部

令和２年度宮城県高等学校弓道競技地区予選会

　男子個人　高橋怜・渡邉鈴乃輔・工藤稚隼　県大会出場決定

　女子個人　遠藤奈緒・今野千裕　県大会出場決定

令和２年度宮城県高等学校新人大会弓道競技（10/30～11/1）

　男子個人　高橋怜・工藤稚隼　準決勝

部　名 活動実績（大会名・実績・選手名）

山 岳 部
令和２年度宮城県高等学校新人大会登山競技（10/9～10/10）

　女子団体　第２位（86.0点）

ヨ ッ ト 部

第69回宮城県高等学校総合体育大会ヨット競技代替大会　

YURIAGE2020（8/9～8/10） 

　男子コンバインド　第５位

　男子420級　Aチーム（渡邉凌大／２年・高橋優斗／２年）

　第７位

　男子420級　Bチーム（熊谷凌太郎／２年・塩路亮介／１年）

　第６位

　女子コンバインド　第３位

　女子420級　（金子未夢／２年・八木杏奈／１年）　第４位

令和２年度宮城県高等学校ヨット新人大会（10/17～10/18） 

　男子420級　Aチーム（渡邉凌大／２年・高橋優斗／２年）

　　優勝

　男子420級　Bチーム（熊谷凌太郎／２年・塩路亮介／１年）

第５位

　女子420級　（金子未夢／２年・八木杏奈／１年）　準優勝

2020年度東日本420級ヨット選手権大会（10/23～10/25） 

　金子未夢／２年・八木杏奈／１年　　第15位

　渡邉凌大／２年・高橋優斗／２年　　第16位

　熊谷凌太郎／２年・塩路亮介／１年　第24位

ス キ ー 部

第69回宮城県高等学校総合体育大会スキー競技会

（1/10～1/13）

　男子GSL  第３位　千葉笙太郎　　第11位　中西進斗

  第16位　宮崎ローレンス

　女子GSL  第１位　小林桃子　　第５位　中村美波

  第７位　馬場美羽　　第８位　岡崎祐理 

  第９位　岩渕結有

　男子SL  第３位　千葉笙太郎　　第10位　中西進斗

　女子SL  第２位　小林桃子　　第５位　中村美波

  第６位　馬場美羽　　第７位　岩渕結有 

  第９位　岡崎祐理

　男子総合  第５位

　女子総合　第１位

　インターハイ出場者　千葉笙太郎　小林桃子　中村美波

　東北大会出場者　　　千葉笙太郎　中西進斗　小林桃子

  　　　　　中村美波　馬場美羽　岡崎祐理 

　（雪不足の為中止）　　　　　　　　　 （令和元年度の記録）

第75回国民体育大会冬季大会スキー競技会宮城県予選会

（1/17～1/19）

　男子GSL　第１位　千葉笙太郎　　第12位　中西進斗

　女子GSL　第１位　小林桃子　　第４位　中村美波

  第５位　馬場美羽　　第６位　岡崎祐理 

　　　　　　第７位　岩渕結有

　国体出場者　千葉笙太郎　小林桃子　中村美波

（令和元年度の記録）

第69回全国高等学校総合体育大会スキー競技会（2/3～2/7） 

　男子GSL  第94位　千葉笙太郎

　女子GSL  第27位　小林桃子

　女子SL  第23位　小林桃子　　第111位　中村美波

　全国選抜大会出場者　小林桃子

　（新型コロナ感染拡大防止のため中止）（令和元年度の記録）

第75回国民体育大会冬季大会スキー競技会（2/17～2/19） 

　男子GSL  第54位　千葉笙太郎

　女子GSL　第50位　小林桃子　　第98位　中村美波

（令和元年度の記録）
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部活動の記録／学芸部成績

部　名 成　　績

美 術 部

第14回東北の建築を描く展

　高校の部　優秀賞　安部麻衣子

第73回宮城県高等学校美術展覧会

　優秀賞　齋藤美帆　　奨励賞　安倍麻衣子

物 理 部

第44回全国高等学校総合文化祭高知大会（7/31）

　文化連盟賞　松宮広空（２年）　野口　航（２年）　我妻竜真（２年）　千葉明輝（２年）　神田敦郎（２年）

第73回宮城県高等学校生徒理科研究発表会（11/10）

　物理分野最優秀賞　松宮広空（２年）　野口　航（２年）　我妻竜真（２年）　千葉明輝（２年）　

　　　　　　　　　　神田敦郎（２年）　来年度のわかやま総文に出場

　物理分野優秀賞　　後藤　柊（１年）　田中隆太（１年）　安達泰生（１年）　持田姫良（１年）　

　　　　　　　　　　中村一葵（１年）　水上　智矢（１年）　　

化 学 部

第73回宮城県高等学校生徒理科研究発表会（11/10）

　化学部会長賞　　岡本優太（１年）・浅野木葉（１年）・佐藤彩音（１年）・荒川理步（１年）

　優秀賞　中島和士（１年）・小林伊吹（１年）・松田浩嘉（１年）・石井寿弥（１年）・熊澤康太郎（１年）・

　　　　　早見和希（１年）・相澤希美（２年）・藤村茉莉香（２年）・奥原健心（２年）・岩本瑞生（２年）

生 物 部
第73回宮城県高等学校生徒理科研究発表会（11/10）

　優秀賞　魚の背光反射における光の色による変化　２年　林　陽希、岩渕　結有

地 学 部

第73回宮城県高等学校生徒理科研究発表会（11/10）

　優秀賞　橋沼宗慶（２年）・太田創（２年）

　優秀賞　小坂優菜（１年）・高橋慧多（１年）

日本地質学会ジュニアセッション～第18回小・中・高校生徒地学研究発表会～（11/11）

　参加・研究発表

　「宮城県内の豆石の火口からの距離による比較」　結城せな（３年）・相澤紗羅（３年）

吹 奏 楽 部

第54回アンサンブルコンテスト仙台青葉地区大会（12/12）

　フルート三重奏　金賞、サキソフォン四重奏　金賞（県大会出場）、金管六重奏　金賞

第54回アンサンブルコンテスト宮城県大会

　サキソフォン四重奏　銅賞

第29回全日本中学生・高校生管打楽器ソロコンテスト東北大会

　Ｂ♭クラリネット　金賞（全国大会出場）　鎌田こはる（３年）　

　Ａクラリネット　　銀賞　木下実花（２年）

囲 碁 部

第44回文部科学大臣杯宮城県大会個人戦（7/23 ～ 7/24）

　女子個人戦　第１位　大宮七虹（３年）　第３位　宮田悠紀菜（３年）　第３位　加藤美奏楽（２年）

　男子個人戦　第１位　菊地　秋（３年）

第44回文部科学大臣杯宮城県大会（7/23 ～ 7/24）

　段級位戦Ａグループ　第１位　佐藤優太郎（２年）

将 棋 部

第37回宮城県高校新人将棋大会（11/1）

　県新人大会女子個人　第１位　２年　都築　東北大会、全国大会進出

　　　　　　　　　　　第４位　２年　今本　東北大会出場

書 道 部

第41回ふれあい書道展（8/29）

　特選　大関菜奈②　阿部未梨①

第69回宮城県高等学校書道展覧会（11/2）

　推薦：大関奈菜②　特選：刈部佑②・及川ともえ①

放 送 部

第44回全国高等学校総合文化祭（2020こうち総文）（7/31 ～ 10/31）

　朗読部門出場（WEB　SOUBUN）　小山華

第39回宮城県高等学校放送コンテスト新人大会（10/24 ～ 11/11）

　アナウンス部門：最優秀賞　石塚未希子、優良賞　齋藤優那、奨励賞　田中花歩

　朗読部門：最優秀賞　齋藤綾乃、優良賞　相澤知優、奨励賞　小山華

　オーディオピクチャー部門：最優秀賞「寄席さ来て笑っぺ!」

　ラジオキャンペーン部門：奨励賞「すずめが広げる輪」　　奨励賞「響け!モダン和楽器」

　最優秀賞の２名は、東北大会（web開催）出場

　最優秀賞の２名と１作品は、来年度のわかやま総文に出場

軽 音 楽 部
第17回宮城県高校対抗バンド合戦新人大会（11/7）

　大会出場　根本倫太郎、佐藤利薫、武山岳琉、講武文月（２年生）
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窓
会
報
第
54
号
を
無
事
に
発

刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

度
六
年
間
務
め
ま
し
た
理
事
を
退

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会

報
担
当
と
し
て
、
会
報
発
刊
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
同
窓
会
と
同
窓
生
の
皆
様
の

益
々
の
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
　

遠
藤
　
康
浩
（
高
41
回
）

ご活用下さい！

同窓会公式サイト（ホームページ）

仙台二高の Web サイト

http://www.sendainiko-dousoukai.com のご案内です。

　第一に「住所・連絡先変更」コーナーをご活用下さい。卒

業当時の住所から転居した方などが簡単に変更登録出来るよ

うになっています。

　第二に「同窓会関連　行事予定一覧（支部会・OB 会・同

期会等も含む）」コーナーにて開催予定などを掲載しており

ます。同窓会の公式行事を初め各支部会やサークルなどの

OB 会の開催などでもご活用下さい。

　同期会の開催案内なども掲載できますので、

info@sendainiko-dousoukai.com まで開催情報をお寄せくだ

さい。同窓生全体の情報のポータルサイトとして、一層のご

活用をお願い致します。

仙台二高同窓会メーリングリストの利用について

　同窓会では、会員が相互に情報交換を行うために、メーリ

ングリスト機能を利用しています。利用に当たっては事前登

録が必要ですので、詳しくは下記ホームページをご覧下さい。

　https://sites.google.com/site/

　sendai2dousoukai/

　上記の仙台二高 web サイトから登録の希望を入力できま

す。

二高への交通の便＜仙台駅前から＞

▲

仙台市営地下鉄（東西線）・・国際センター駅下車後徒歩

約４分、運賃 200 円

▲

仙台市営バス・・仙台駅前バスプール 16 番から 730、739

系統 『二高 ･ 県美術館前』 下車、 運賃 180 円

▲

仙台市営市内観光循環バス 『るーぷる仙台』 ・・仙台駅前

バスプール 15-3 番、 運賃 （１回券） 260 円、 （１日券） 620 円。 

（但し、 瑞鳳殿、 大橋、 青葉山、 八幡神社等と大きく経由して

います。）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生
方
▲

牛
来
　
拓
二
　
教
頭
（
理
科
）

（（
昇
任
）
仙
台
大
志
高
校
　
校
長
）

名
倉
　
　
洋
　
主
幹
教
諭
（
社
会
） 

（（
昇
任
）　
名
取
高
校
　
教
頭
）

狩
野
　
康
子
　
教
諭
（
保
健
体
育
） 

（
古
川
黎
明
高
校
　
教
諭
）

菊
地
　
敏
広
　
教
諭
（
英
語
）

（
宮
城
野
高
校
　
教
諭
）

小
竹
由
紀
子
　
教
諭
（
英
語
）

（
佐
沼
高
校
　
教
諭
）

鎌
田
　
幹
子
　
教
諭
（
国
語
）

（
高
校
教
育
課
　
主
幹
）

佐
藤
　
　
光
　
教
諭
（
保
健
体
育
） 

（
仙
台
商
業
高
校
　
教
諭
）

佐
藤
　
康
弘
　
総
括
主
幹（
事
務
次
長
）

（（
昇
任
）
松
島
高
校
　
事
務
室
長
）

長
田
　
龍
人
　
主
事

（
宮
城
県
塩
竃
市
第
一
学
校
事
務
支
援

室
兼
塩
竃
市
立
第
一
中
学
校
主
事
）

遠
藤
　
　
進
　
非
常
勤
講
師
（
情
報
）

（
任
期
満
了
）

堀
口
　
　
聡
　
非
常
勤
講
師
（
情
報
） 

（
任
期
満
了
）

猪
狩
　
　
綾
　
非
常
勤
講
師
（
音
楽
） 

（
任
期
満
了
）

三
好
　
憲
俊
　
事
務
補
助（

任
期
満
了
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生
方
▲

山
田
　
賢
一
　
教
頭
（
社
会
）

（
名
取
高
校
　
教
頭
）

尾
形
　
俊
賢
　
教
諭
（
保
健
体
育
） 

（
仙
台
南
高
校
　
教
諭
）

今
春
の
人
事
異
動

野
原
　
　
久
　
教
諭
（
数
学
）

（
宮
城
野
高
校
　
教
諭
）

渡
邊
　
　
崇
　
教
諭
（
英
語
）

（
泉
高
校
　
教
諭
）

町
田
由
起
子
　
教
諭
（
国
語
）

（
宮
城
県
図
書
館
　
主
幹
）

斎
藤
　
裕
美
　
教
諭
（
保
健
体
育
） 

（
仙
台
市
教
育
セ
ン
タ
ー
　
指
導
主
事
）

葛
西
　
　
泰
　
教
諭
（
社
会
）

（
柴
田
農
林
高
校
川
崎
校
　
教
諭
）

田
口
　
佳
織
　
教
諭
（
英
語
） 

（
佐
沼
高
校
　
教
諭
）

早
坂
　
利
昭
（
事
務
部
長
） 

 
（
仙
台
教
育
事
務
所
副
参
事
兼
次
長（
総

括
担
当
））

屋
代
　
広
義
　
総
括
主
幹（
事
務
次
長
）

（
教
育
庁
文
化
財
課
　
課
長
補
佐（
班
長
））

菅
原
　
千
景
　
主
事 

 

（
小
松
島
支
援
学
校
　
主
事
）

澁
谷
　
恭
亮
　
非
常
勤
講
師
（
数
学
） 

（
新
規
採
用
　
７
ｈ
）

佐
藤
　
晴
香
　
非
常
勤
講
師
（
音
楽
） 

（
新
規
採
用
　
８
ｈ
）

▼
退
職
さ
れ
た
職
員
▲

鈴
木
　
利
明
　
教
諭
（
英
語
）

（
再
任
用
　
仙
台
二
高
）

吉
原
　
　
満
　
教
諭
（
数
学
）

高
橋
　
晃
子
　
養
護
教
諭

（
再
任
用
　
仙
台
二
高
）

高
橋
　
　
修
　
事
務
部
長 

 

▼
再
任
用
さ
れ
た
先
生
方
▲

村
上
　
　
悟
　
教
諭
（
英
語
）

鈴
木
　
利
明
　
教
諭
（
英
語
）

高
橋
　
晃
子
　
養
護
教
諭 

森
　
　
　
功
　
技
師
（
庁
務
） 

▼
昇
任
▲

小
山
　
裕
之
　
主
幹
教
諭
（
社
会
）

坂
田
美
智
子
　
主
任
主
査 

編　

集　

後　

記


